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七
、
足
を
運
ん
だ
越
中
各
地

市
河
寛
齋
は
、
寛
政
三
年
に
富
山
に
出
仕
し
て
か
ら
致
仕
す
る
ま
で
の
二
十
年
間
に
、
江
戸
と
富
山
を
五
度
往
復
す
る
が
、
富
山
周
辺
に
遊
び
詠
ん
だ
詩
は

少
な
く
な
い
。
寛
齋
の
目
に
富
山
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
か
。
小
論
で
は
、
寛
齋
の
作
品
か
ら
富
山
を
拠
点
に
し
て
足
を
運
ん
だ
地
を
取
り
上
げ
、
そ
の
作
品

に
読
み
込
ま
れ
た
情
景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。
寛
齋
が
足
跡
を
と
ど
め
た
地
は
、
日
帰
り
で
行
け
る
富
山
城
下
か
ら
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
城
下
か
ら

数
日
か
け
て
足
を
運
ん
だ
飛
騨
と
藩
と
の
境
お
よ
び
天
領
飛
騨
に
ま
で
及
ぶ
。

詩
の
解
説
に
当
た
っ
て
は
、
富
山
の
地
方
志
や
現
地
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
も
意
図
す
る
が
、
前
稿
同
様
、『
日
本
漢
詩
人

選
集
９
市
河
寛
斎
』一
お
よ
び『
江
戸
詩
人
選
集 

五　

市
河
寛
齋
・
大
窪
詩
仏
』二
所
収
の
作
品
に
つ
い
て
は
、そ
の
旨
を
明
記
し
て
理
解
の
一
助
と
い
た
し
た
い
。

な
お
、用
い
る
底
本
は
、『
詩
集　

日
本
漢
詩　

第
八
巻
』
所
収
の
「
文
政
四
年　

江
戸
浅
草
茅
町
二
町
目　

須
原
屋
伊
八
」
出
版
に
な
る
『
寛
齋
先
生
遺
藁
』三

で
あ
る
。

一　

蔡
毅
、 

西
岡
淳
著
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

二　

揖
斐
高
著
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

三　

汲
古
書
院
、
昭
和
六
十
年
。
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二

（
１
）
富
山
城
か
ら
足
を
延
ば
し
て

①　

十
六
夜
同
諸
子
遊
蓮
華
寺
、
陰
雲
不
見
月
（
十
六
夜　

諸
子
と
同
に
蓮
華
寺
に
遊
ぶ
四
、
陰
雲
に
て
月
を
見
ず
）

祇
樹
愁
雲
黒
月
微　
　

祇
樹
の
愁
雲　

黒
月　

微
か
な
り

佳
期
空
与
賞
心
違　
　

佳
期　

空
し
く　

賞
心
と
は
違た
が

う

苦
吟
身
在
清
香
底　
　

苦
吟
の
身
は　

清
香
の
底う
ち

に
在
り

巌
桂
風
傳
透
暗
扉　
　

巌
桂　

風　

傳
え
て　

暗
扉
を
透
る

【
現
代
語
訳
】　

境
内
に
暗
い
雲
が
か
か
り
満
月
を
過
ぎ
た
月
が
わ
ず
か
に
見
え
る
だ
け
だ
。
良
い
季
節
な
の
に
風
流
を
楽
し
む
気
持
ち
が
台
無
し
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
詩

作
に
難
儀
す
る
私
の
い
る
境
内
に
爽
や
か
な
香
り
が
漂
っ
て
き
た
。
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
風
に
よ
っ
て
暗
闇
の
扉
を
通
り
抜
け
て
き
た
の
だ
。

【
解
説
】　

寛
齋
は
、
寛
政
三
年
七
月
六
日
に
、
江
戸
を
発
し
て
富
山
に
向
か
っ
た
。
十
五
日
に
到
着
し
、
そ
の
次
の
日
、
風
流
を
解
す
る
知
人
ら
と
蓮
華
寺
に
月
を
愛

で
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
、
月
は
隠
れ
、
そ
こ
に
望
ん
だ
詩
境
は
な
か
っ
た
。
が
、
や
が
て
、
モ
ク
セ
イ
の
香
に
よ
っ
て
「
苦
吟
の
身
」
に
「
賞
心
」

は
か
な
っ
た
。
暗
闇
の
中
で
、
風
に
乗
っ
て
訪
れ
た
さ
わ
や
か
な
秋
の
香
り
を
嗅
覚
に
よ
っ
て
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。

寛
齋
の
詩
に
は
、
本
詩
の
よ
う
に
寺
院
で
詠
ん
だ
詩
が
幾
首
か
あ
る
。
富
山
藩
到
着
の
翌
日
に
月
を
愛
で
に
蓮
華
寺
に
出
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

当
時
、藩
主
の
助
力
を
受
け
た
寺
院
は
、「
賞
心
」
を
提
供
す
る
場
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、蓮
華
寺
は
鎌
倉
時
代
の
末
に
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
あ
っ
た
が
、

富
山
大
空
襲
で
焼
失
し
た
。

「
祇
樹
」
は
、
祇
園
精
舎
の
樹
林
、
転
じ
て
、
寺
院
の
境
内
を
い
う
。
月
は
、「
黒
月
」「
白
月
」
と
二
分
さ
れ
る
が
、「
黒
月
」
は
、
満
月
の
翌
日
か
ら
小
さ

四　

蓮
華
寺
は
、
富
山
県
富
山
市
に
あ
る
臨
済
宗
国
泰
寺
派
の
仏
教
寺
院
で
、
山
号
は
大
乗
山
。
富
山
藩
主
前
田
利
次
の
入
部
に
伴
い
、
今
日
の
富
山
市
常
盤
町
か
ら
現
寺
地
富

山
市
梅
沢
町
へ
移
転
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
に
焼
失
し
た
た
め
、
そ
の
後
新
た
に
建
造
し
た
、
と
い
う
。
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三

く
な
る
月
を
い
い
、「
白
月
」
は
新
月
か
ら
大
き
く
な
る
月
を
い
う
。「
巌
桂
」
は
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
を
指
す
。

寛
政
三
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
三
頁
五
。

②　

呉
山
寺
（
呉
山
寺
）

連
峰
雪
盡
日
呈
青　
　

連
峰　

雪
盡
き　

日　

青
を
呈
す

人
到
禅
房
深
處
停　
　

人　

禅
房
の
深
き
處
に
到
り　

停
ま
る

只
恨
雛
僧
攪
吟
思　
　

只
恨
む
ら
く
は　

雛
僧　

吟
思
を
攪
す
る
こ
と
を

六
時
高
誦
法
華
経　
　

六
時　

高
誦
す　

法
華
経

【
現
代
語
訳
】

立
山
連
峰
は
雪
も
消
え
、
日
に
照
ら
さ
れ
た
空
は
真
っ
青
だ
。
私
は
禅
房
の
奥
ま
で
来
て
逗
留
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
坊
主
が
四
六
時
中
お
題
目
を
唱
え

て
、
私
の
詩
作
を
か
き
乱
す
。

【
解
説
】

呉
山
寺
と
は
、
呉
羽
山
に
あ
っ
た
寺
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
法
華
経
を
唱
え
た
と
こ
ろ
か
ら
推
測
し
て
日
蓮
宗
の
武
運
山
長
久
院
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
寺
院
は
、
二
代
藩
主
正
甫
が
建
て
た
も
の
で
、
後
に
、
五
代
藩
主
利
幸
も
こ
こ
を
藩
の
祈
願
所
と
し
、
寺
領
を
寄
進
し
、
参
詣
の
人
は
引
き
も
切
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。
今
日
で
は
、
そ
の
面
影
は
な
い
も
の
の
、
一
枚
の
説
明
板
と
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
、
日
蓮
宗
の
総
本
山
で
あ
る
身
延
山
の
七
面
大
明
神
と
同
形
の

像
を
祀
っ
た
七
面
堂
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
呉
羽
丘
陵
は
、
県
道
富
山
高
岡
線
が
通
り
、
北
側
呉
羽
山
と
南
側
城
山
に
二
分
さ
れ
た
形
で
あ
る

が
、
か
つ
て
は
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
富
山
県
を
東
西
に
分
割
す
る
大
き
な
一
つ
の
丘
陵
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
呉
羽
山
に
あ
っ
た
武
運
山
長
久
院
は
藩
主
が
寄
進
し
た
寺
で
あ
り
、
風
光
明
媚
な
地
と
あ
っ
て
、
寛
齋
は
、
眺
望
と
静
寂
を
求
め
て
足
を
運
ん

だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
か
ら
眺
め
る
立
山
連
峰
は
、
雪
も
解
け
、
真
っ
青
な
空
の
中
に
、
荘
厳
な
美
し
さ
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
小
坊
主
た
ち
が
、

五　

底
本
の
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
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四

大
き
な
声
で
題
目
を
唱
え
、期
待
し
た
環
境
で
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
思
い
が「
六
時
高
誦
す　

法
華
経（
四
六
時
中
大
き
な
声
で
法
華
経
を
唱
え
る
）」と
い
う
、

や
や
ユ
ー
モ
ア
を
込
め
た
表
現
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

「
六
時
」
は
、
四
六
時
中
の
こ
と
。「
吟
思
」
は
、
詩
の
言
葉
を
あ
れ
こ
れ
吟
味
す
る
こ
と
。

な
お
、『
肯こ
う
こ
う搆
泉せ
ん

達た
つ
ろ
く録
』「
七
面
大
明
神
」
の
項
に
、「
呉
山
風
景
勝
絶
。
富
山
よ
り
纔わ
ず

か
に
一
里
。
詩
歌
連
俳
の
客
吟
遊
酔
地
と
す
。」
と
記
さ
れ
る
六
。

寛
政
四
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
六
頁
。

③　

游
布
瀬
四
首
（
布
瀬
に
游
ぶ　

四
首
）

　
其
の
一

山
夾
回
流
路
又
斜　
　

山　

回
流
に
夾は
さ

ま
れ　

路
も　

又
た
斜
め
な
り

炊
煙
深
閉
樹
間
家　
　

炊
煙　

深
く
閉
ざ
さ
れ
し　

樹
間
の
家

取
涼
時
倚
高
松
立　
　

涼
を
取
り　

時
に　

高
松
に
倚
り
て
立
て
ば

喚
夏
蝉
聲
和
水
蛙　
　

夏
を
喚
ぶ
蝉
聲　

水
蛙
に
和
す

【
現
代
語
訳
】

山
は
河
の
流
れ
に
挟
ま
れ
道
も
斜
め
だ
。
煮
炊
き
す
る
人
家
の
煙
は
深
く
閉
ざ
さ
れ
木
々
の
間
に
あ
る
。
涼
も
う
と
し
て
時
に
高
い
松
に
寄
り
か
か
っ
て
立

ち
止
ま
る
と
、
夏
の
到
来
を
呼
ぶ
蝉
が
水
の
蛙
の
声
に
和
し
て
鳴
い
て
い
る
。

【
解
説
】

「
布
瀬
」
は
、
富
山
城
の
西
南
に
位
置
し
、
富
山
城
か
ら
神
通
川
に
沿
っ
て
磯
部
を
過
ぎ
た
地
で
あ
る
。
か
つ
て
、
前
田
正
甫
の
と
き
、
磯
部
一
帯
は
、
非

常
に
大
き
な
人
工
山
（
富
士
山
）
が
築
か
れ
広
大
な
庭
園
で
あ
っ
た
七
。
正
甫
死
後
、
ま
も
な
く
こ
の
庭
園
は
廃
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
山
は
「
磯
部
富
士
」
と

六　

野
崎
雅
明
著
・
富
山
県
郷
土
史
会
校
注
『
肯
搆
泉
達
録
』（
中
田
図
書
販
売
、
昭
和
四
十
九
年
）
四
七
六
頁
。

七　

古
川
知
明
著
「
富
山
藩
磯
部
御
庭
に
つ
い
て
」『
論
集　

富
山
城
研
究
』（
富
山
城
研
究
会
発
行
、
二
〇
一
七
年
）
所
収
。
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五

も
呼
ば
れ
、
大
型
の
築
山
が
明
治
頃
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
詩
中
の
「
山
」
は
「
磯
部
富
士
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。「
炊
烟
」
は
煮
炊

き
す
る
烟
で
あ
り
、
布
瀬
の
樹
木
に
囲
ま
れ
た
中
に
、
人
家
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

江
戸
期
の
こ
の
一
帯
の
景
色
は
、「
真
景
圖
」（
富
山
市
郷
土
博
物
館
蔵
）
に
、
そ
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
八
。「
有
沢
」
に
渡
し
が
描
か
れ
、
神
通
川

を
は
さ
ん
で
そ
の
向
か
い
の
川
沿
い
に
「
布
瀬
村
」
の
地
名
が
見
え
る
。「
真
景
圖
」
の
布
瀬
村
は
、
木
々
が
描
か
れ
て
い
て
、
川
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

集
落
で
あ
る
。
な
お
、
布
瀬
は
高
安
家
が
代
々
十
村
役
（
数
十
カ
村
を
束
ね
る
豪
農
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
詩
を
書
い
た
の
は
高
安
家
十
六
代
目
文
助

の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
十
三
代
目
の
伝
蔵
の
娘
「
さ
わ
」
は
、
四
代
藩
主
利
隆
の
子
を
産
み
、
千
歩
の
土
地
や
藩
主
の
書
院
を
拝
領
す
る
な
ど
、
前
田
家

と
の
関
係
も
深
か
っ
た
九
。
ま
た
、「
富
山
藩
主
や
そ
の
一
族
が
御
成
に
な
る
こ
と
も
多
く
」
あ
っ
た
と
い
う
一
〇
。
或
い
は
そ
の
よ
う
な
関
係
で
、
藩
校
の
祭
酒

た
る
寛
齋
も
布
瀬
を
訪
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
其
の
二

緑
樹
重
陰
欲
夏
時　
　

緑
樹　

重
陰
し　

夏
に
欲な
ん
なん
と
す
る
時

輕
颸
淡
靄
総
宜
詩　
　

輕け
い
し颸　

淡た
ん

靄あ
い　

総す
べ
から
く
詩
に
す
る
に
宜よ
ろ

し　

青
苔
似
待
遊
人
坐　
　

青せ
い

苔た
い　

遊
人
の　

坐
す
る
を
待
つ
に
似
た
り

昨
雨
来
過
色
更
滋　
　

昨き
の
う　

雨　

来
た
り
過
ぎ　

色　

更
に
滋し
げ

し

【
現
代
語
訳
】

緑
の
木
々
が
重
な
っ
て
日
陰
を
作
り
夏
に
な
ろ
う
と
す
る
と
き
、
僅
か
な
涼
風
や
淡
い
靄
は
い
ず
れ
も
詩
を
作
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
青
い
苔こ
け

は
行
楽
客
に

座
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
、
昨
日
、
雨
が
降
っ
た
お
か
げ
で
さ
ら
に
し
っ
と
り
と
し
て
、
苔
の
緑
も
一
層
潤
っ
て
い
る
。

八　

制
作
年
代
は
不
詳
。

九　

保
科
齊
彦
著
『
加
賀
藩
の
十
村
と
十
村
分
役　

―
越
中
を
中
心
に
―
』（
桂
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
八
九
五
頁
。

一
〇　

富
山
県
公
文
書
館
編
『
越
中
の
十
村　
（
富
山
県
公
文
書
館
特
別
企
画
展
）』（
二
〇
〇
六
年
）
九
頁
。
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六

【
解
説
】

一
句
目
、
三
句
目
は
、
王
維
「
與
盧
員
外
象
過
崔
處
士
興
宗
林
亭
」一
一
の
句
「
綠
樹
重
陰
蓋
四
鄰
、
青
苔
日
厚
自
無
塵
。」
が
念
頭
に
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、

二
句
目
の
夏
の
初
め
を
表
す
「
輕
颸
淡
靄
」
に
は
、
陸
游
「
初
夏
」一
二
の
句
「
淡
靄
輕
颸
入
夏
初
、
一
窗
新
綠
鳥
相
呼
。」
の
影
響
が
窺
え
る
。
四
句
目
の
「
雨

が
降
り
、
緑
が
一
層
濃
く
な
る
」
に
つ
い
て
は
、「
雨
中
色
更
滋
茂
」一
三
な
ど
類
似
の
表
現
が
多
く
あ
る
。「
輕
颸
」
は
、
ほ
の
か
な
涼
風
を
い
う
。

　
其
の
三

松
下
行
厨
酒
一
壺　
　

松
下　

行こ
う

厨ち
ゅ
う
　

酒
一
壺

簟
氷
移
就
午
陰
鋪　
　

簟て
ん

氷ぴ
ょ
う
　

移
し　

午
陰
に
就つ

き
て　

鋪
す

米
家
弄
筆
蘇
家
睡　
　

米
家　

筆
を
弄
ん
で　

蘇
家　

睡
る

宛
爾
西
園
雅
集
圖　
　

宛え
ん

爾じ　

西
園
雅
集
の
圖

【
現
代
語
訳
】　

松
の
木
の
下
、
籠わ
り
ごに
入
っ
た
料
理
に
酒
一
壺
を
準
備
し
、
竹
で
編
ん
だ
涼
し
げ
な
茣ご

ざ蓙
を
午
後
の
木
陰
に
敷
く
。
や
が
て
、
米べ
い
ふ
つ芾
の
よ
う
に
筆
を
振
る
う
人

あ
り
、
蘇そ
し
ょ
く軾
の
如
く
午
睡
に
就
く
人
あ
り
と
、
ま
る
で
か
の
西
園
雅
集
図
の
よ
う
だ
。

【
解
説
】

「
西
園
雅
集
図
」
と
は
、
中
国
の
北
宋
時
代
に
、
西
園
と
い
う
と
こ
ろ
に
蘇
東
坡
（
中
国
宋
代
を
代
表
す
る
詩
人
）
や
米
芾
（
中
国
宋
代
を
代
表
す
る
書
家
）

が
集
ま
り
、
書
画
な
ど
文
雅
な
遊
び
に
興
じ
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
き
描
か
れ
た
絵
。
実
際
は
架
空
の
こ
と
と
も
い
う
が
、
風
雅
な
こ
と
と
し
て
絵
や
詩
文
を

通
じ
て
明
か
ら
清
へ
と
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
そ
れ
を
想
像
し
て
絵
が
作
ら
れ
た
。
本
詩
は
、
晩
春
か
ら
初
夏
に
移
る
こ
ろ
、
富
山
の
文
人
た
ち
が

一
一　
『
須
溪
先
生
校
本
唐
王
右
丞
集
』
巻
四
。

一
二　
『
劔
南
詩
稿
』
巻
三
十
九
。

一
三　
『
欽
定
古
今
図
書
集
成
』「
方
輿
匯
編
・
山
川
典
巻
」
八
十
二
。
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集
ま
っ
て
楽
し
む
様
を
西
園
雅
集
図
に
例
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
宛
爾
」
は
、
あ
る
も
の
が
他
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
を
表
し
、
ま
る
で
の
意
。　
　

　
其
の
四

春
江
風
色
悩
人
情　
　

春
江　

風
色　

人
情
を
悩
ま
し
む

向
晩
軽
陰
乍
又
晴　
　

晩
に
向
い
て　

軽
陰　

乍た
ち
まち　

又
た　

晴
れ

帰
路
不
知
山
日
落　
　

帰
路　

知
ら
ず　

山
日
の
落
つ
る
を

停
笻
時
摘
紫
雲
英　
　

笻つ
え

を
停
め
る
時　

紫
雲
英
を
摘
む

【
現
代
語
訳
】

春
の
川
の
景
色
は
あ
れ
こ
れ
詩
作
を
掻
き
立
て
る
。
夕
方
に
な
る
こ
ろ
薄
曇
り
と
な
っ
た
か
と
思
う
と
た
ち
ま
ち
晴
れ
た
。
帰
り
道
、
山
か
ら
日
が
落
ち
る

の
に
気
づ
か
ず
、
杖
を
休
め
て
蓮
華
を
摘
む
。

【
解
説
】　

「
帰
路
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
雅
な
遊
び
に
興
じ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
帰
り
道
、
晩
春
の
河
は
な
お
詩
作
を
掻
き
立
て
る
。
ま
し
て
や
天
気
は
薄
曇
り

か
ら
清
々
し
い
晴
れ
空
へ
と
好
転
し
た
の
だ
か
ら
。
帰
路
に
つ
き
つ
つ
も
、
日
が
落
ち
る
こ
と
を
忘
れ
、
道
端
の
春
の
野
花
に
い
つ
ま
で
も
目
を
注
ぐ
寛
齋
の

姿
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

以
上
、
四
首
の
詩
は
、
晩
春
か
ら
初
夏
に
向
か
う
と
き
、
歩
を
進
め
な
が
ら
目
に
し
た
風
景
の
客
観
的
描
写
（
第
一
首
）、
主
観
的
に
記
す
風
景
の
点
描
（
第

二
首
）、
そ
の
風
景
の
中
で
風
流
な
遊
び
に
興
じ
る
文
人
た
ち
（
第
三
首
）、
余
韻
が
残
る
中
、
帰
路
の
風
景
に
ま
だ
心
が
奪
わ
れ
て
い
る
作
者
（
第
四
首
）
と

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
日
の
時
間
の
経
過
に
従
っ
て
詠
ん
だ
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
初
め
て
訪
れ
た
布
瀬
の
地
で
、美
し
い
景
の
下
、

富
山
の
文
人
と
の
楽
し
い
交
流
の
時
を
過
ご
し
た
こ
と
が
本
詩
の
背
景
に
は
あ
る
。

寛
政
四
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
一
、二
七
六
頁
。
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八

（
２
）
海
老
江
に
游
ぶ

①　

乙
卯
二
月
廿
二
日
與
君
壽
克
卿
國
寶
及
児
亥
同
遊
蟹
江
早
發
（
乙
卯
二
月
廿
二
日
、
君
壽
、
克
卿
、
國
寶
及
び
児
亥
と
與と

も

に
蟹
江
に
遊
ば
ん
と
早
發
す
）

如
許
春
晴
奈
興
何　
　
　

許か
く

の
如
き
春
晴　

興き
ょ
うを
奈い
か
ん何
せ
ん　

橋
頭
残
月
蹈
霜
過　
　
　

橋
頭　

残
月　

霜
を
蹈
み
て
過
ぐ

偸
閑
始
識
閑
多
味　
　
　

閑ひ
ま

を
偸
み
て　

始
め
て　

識し

る　

閑
の
多
味
な
る
を

貪
看
蒼
鳬
浴
素
波　
　
　

貪む
さ
ぼり
て
看
る　

蒼
鳬ふ　

素
波
に
浴
す
る
を

【
現
代
語
訳
】

こ
の
よ
う
な
春
の
晴
れ
の
日
、
ど
う
楽
し
も
う
か
。
橋
の
先
方
の
残
月
を
見
な
が
ら
、
霜
を
踏
ん
で
進
む
。
閑
な
時
間
を
見
つ
け
て
す
ご
し
て
み
て
、
初
め

て
、
閑
に
は
多
く
の
味
わ
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
青
い
野
鴨
が
水
の
中
で
白
い
波
を
あ
げ
て
い
る
の
を
飽
く
こ
と
な
く
見
る
。

【
解
説
】

旧
暦
の
二
月
廿
二
日
は
、
春
と
は
言
え
、
越
中
は
ま
だ
ま
だ
寒
く
曇
天
が
続
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
晴
れ
渡
る
日
は
こ
の
上
な
く
う
れ
し
い
。
朝
早
く
家
を
出
る

と
、
ま
だ
残
月
が
橋
の
先
に
見
え
、
そ
れ
を
目
に
し
な
が
ら
白
い
霜
を
踏
み
し
め
て
出
発
す
る
。
忙
し
い
日
々
に
は
、
こ
の
自
由
な
時
間
が
殊
の
ほ
か
得
難
く

感
じ
て
、
そ
の
風
景
や
状
況
を
い
つ
ま
で
も
楽
し
み
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
特
に
、
気
心
の
知
れ
た
友
人
た
ち
が
そ
ば
に
い
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
同
行
者
は
、
克
卿
、
國
寶
、
君
壽
と
息
子
三
亥
の
四
人
で
あ
る
。
寛
齋
は
、
こ
の
時
三
度
目
の
来
越
、
三
亥
は
二
度
目
で
あ
る
。

克
卿
と
は
、
越
中
富
山
藩
士
・
野
崎
雅
明
（
一
七
五
七
〜
一
八
一
六
）
の
こ
と
、
克
卿
は
号
で
あ
ろ
う
。
祖
父
の
伝
助
（
号
は
蘇
金
）
は
、
越
中
に
関
す
る

歴
史
上
の
出
来
事
を
『
喚
起
泉
達
録
』
と
し
て
ま
と
め
た
が
散
逸
し
た
た
め
、
孫
の
雅
明
が
『
肯こ
う
こ
う搆
泉せ
ん

達た
つ
ろ
く録
』
と
し
て
文
化
一
二
年
に
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
書

の
序
文
は
、
藩
儒
の
岡
田
英
之
に
よ
る
が
、
そ
の
中
に
「
吾
ガ
友　

野
崎
克
卿
」
と
見
え
る
。
克
卿
は
、
そ
の
後
、
藩
校
広
徳
館
の
助
教
か
ら
学が
く

正し
ょ
うに

な
っ
た
。
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九

國
寶
と
は
、
大
野
拙
齋
の
こ
と
、『
続
近
世
百
傑
傳
』一
四
に
そ
の
伝
記
が
あ
り
、「
拙
齋
、
名な

は
鼎
、
字あ
ざ
なは
國
寶
、
通
称
十
郎
、
本
姓
は
紀
、
拙
齋
は
そ
の
別

號
な
り
。」
と
あ
る
。
幼
少
時
か
ら
優
れ
た
才
能
（「
幼
く
し
て
敏
悟
凡
児
に
異
な
り
」）
を
見
せ
た
。
そ
こ
で
人
々
は
僧
や
医
者
に
し
よ
う
と
し
た
が
好
ま
ず
、

そ
の
後
、「
典
奥
」
す
な
わ
ち
学
問
の
奥
義
に
は
強
い
関
心
を
示
し
、
そ
れ
を
究
め
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
書
を
妙
傳
寺
に
讀
む
、
人
事
を
却き
ゃ
く
そ
う掃し
て
典て
ん

奥お
う

を
鑚さ
ん

尋じ
ん

す
、是
に
於
て
か
學が
く

日
に
益ま
す
ます
進
む
、一
時
の
耆き

宿し
ゅ
く

皆
遠
到
を
期
す
。
富
山
の
家
老
某
殊こ
と

に
其
才
を
愛
し
、厚
餽
以
て
學
費
を
資た
す

く
。
上
毛
の
河
子
静
、

藩
の
辟め
し

に
應
じ
て
至
る
や
、
一ひ
と
たひ
見
て
遽
稱
し
て
曰い
わ
く、
是
國く
に

の
寶た
か
らな
り
。
因
て
以
て
字あ
ざ
なと
す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
妙
傳
寺
一
五
で
学
問
を
修
め
、
寛
齋
も
そ
の

才
を
高
く
評
価
し
て
、「
国
宝
」
と
呼
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、「
国
」
と
は
「
越
中
の
国
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
家
老
た
ち
は
学
費
を
援
助
し
た
。
後
、
文
政
二

年
に
は
、
広
德
館
の
祭
酒
と
な
る
。
そ
の
間
、
文
化
九
年
に
は
昌
平
黌
に
入
っ
た
が
、「
学
識
は
卓
異
、
ひ
そ
か
に
敬
服
せ
ざ
る
も
の
な
し
」
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

君
壽
に
つ
い
て
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
前
掲
『
肯
搆
泉
達
録
』
に
付
さ
れ
た
「
南
山
遊
行
記
」一
六
に
、
通
峡
、
庵
谷
、
猪
谷
な
ど
を
雅
明
と
共
に
遊
ん

だ
人
物
と
し
て
「
田
君
寿マ
マ

」
の
名
前
が
見
え
る
が
、
こ
の
人
物
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
田
と
は
、
田
の
つ
く
名
字
を
中
国
風
に
記
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
髙

田
君
壽
の
こ
と
で
広
徳
館
と
の
関
連
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
次
稿
に
て
記
す
。

行
遊
の
地
は
蟹
江
と
書
い
て
あ
る
が
、
海
老
江
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
富
山
藩
及
び
隣
接
す
る
加
賀
藩
に
は
、
蟹
江
と
い
う
地
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
蟹
は

蝦
（
海
老
）
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
は
、
岩
瀬
か
ら
放
生
津
に
行
く
道
の
途
中
に
あ
る
。
そ
の
道
は
浜
街
道
と
も

呼
ば
れ
、
加
賀
藩
主
の
参
勤
交
代
に
用
い
ら
れ
た
。
海
老
江
は
、
江
戸
後
期
に
は
北
前
船
交
易
や
配
置
薬
業
に
従
事
す
る
住
民
も
多
く
あ
り
、
経
済
的
に
豊
か

な
人
々
も
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
海
老
江
に
、
寛
齋
の
学
生
と
し
て
、
網
元
兼
地
主
の
野
上
季す
え

長な
が

が
い
て
、
ま
た
そ
の
子
の
来
学
、
善
蔵
も
寛
齋
の
息

子
米
庵
に
入
門
し
た
一
七
。
市
河
・
野
上
家
両
家
に
は
深
い
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
四　

干
河
岸
貫
一
編（
博
文
館
、明
治
三
十
四
年
刊
）一
〇
六
〜
一
一
一
頁
。『
近
世
百
傑
傳
』は
、本
編
と
続
編
か
ら
成
る
が
、併
せ
て
近
世
の
名
士
二
百
人
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。

一
五　

当
時
、
妙
傳
寺
は
、
今
日
の
山
王
町
日
枝
神
社
東
隣
に
あ
っ
た
が
、
明
治
三
年
に
、
廃
仏
稀
釈
に
よ
る
合
寺
令
に
よ
り
梅
沢
町
に
移
転
し
た
。

一
六　

前
掲
『
肯
搆
泉
達
録
』
四
六
二
頁
。

一
七　

高
瀬
保
著「
野
上
家
と
市
河
寛
齋
・
米
庵
・
遂
庵
」（
海
老
江
の
歴
史
編
さ
ん
委
員
会
編『
雄
飛
に
富
ん
だ
海
老
江
の
あ
ゆ
み
』（
海
老
江
地
区
自
治
振
興
会
発
行
、平
成
十
二
年
）

八
六
〜
九
二
頁
。
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一
〇

寛
政
七
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
一
頁
。

一
方
で
、
蟹
で
は
な
く
蝦
（
海
老
）
江
と
題
し
て
詠
ん
だ
詩
も
あ
る
。

②　

蝦
江
望
海
（
蝦
江
に
て
海
を
望
む
）

東
北
雲
愁
風
正
悪　
　
　

東
北　

雲　

愁
い　

風　

正ま
さ

に
悪
し　

望
中
不
著
箇
漁
舠　
　
　

望
中　

箇か

の
漁
舠と
う

も　

著
か
ず　

忽
將
残
却
春
山
雪　
　
　

忽
と
し
て　

残
却
せ
し
春
山
の
雪
を
將も
っ

て　

来
作
滄
溟
萬
丈
濤　
　
　

来
り
て　

滄
溟
萬
丈
の
濤と
う

を
作な

す

【
現
代
語
訳
】

東
北
に
陰
暗
の
雲
が
こ
も
り
、
風
も
ち
ょ
う
ど
強
く
吹
い
て
き
た
。（
港
に
は
）
目
に
す
る
限
り
一
艘
の
小
舟
も
着
い
て
い
な
い
。
突
如
、
春
山
の
残
雪
が

青
海
原
に
万
丈
の
波
を
起
こ
し
て
い
る
。

【
解
説
】

富
山
で
は
、「
東
風
」
を
「
あ
い
の
か
ぜ
」
や
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
と
い
い
、
最
近
で
は
「
愛
」
と
か
け
て
用
い
ら
れ
て
何
か
ほ
ん
わ
か
し
た
イ
メ
ー
ジ
す
ら

抱
く
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
厳
格
に
は
、「
北
東
の
風
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
強
い
風
も
あ
れ
ば
弱
い
風
も
あ
り
、
秋
か
ら
冬
に
吹
く
風
も
あ
れ
ば

春
か
ら
夏
に
吹
く
風
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
涼
し
い
時
に
吹
く
と
き
も
あ
れ
ば
、
荒
天
の
時
に
吹
く
こ
と
も
あ
る
と
も
い
う
。

大
伴
家
持
に
、
こ
の
風
の
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
「
東あ
ゆ
の
か
ぜ風い
た
く
吹
く
ら
し　

奈な

呉ご

の
海あ

ま人
の　

釣
り
す
る
小
舟　

漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
」
が
あ
り
、
奈
呉
（
現
在
の

射
水
市
放
生
津
の
あ
た
り
で
、海
老
江
か
ら
遠
く
な
い
）の
漁
師
の
小
舟
が
、東
北
か
ら
強
く
吹
く
風
に
よ
っ
て
波
が
高
ま
り
、見
え
隠
れ
し
て
い
る
さ
ま
を
歌
っ

た
も
の
で
あ
る
。
本
詩
も
ま
た
、
東
北
か
ら
海
風
が
吹
き
、
遠
く
立
山
か
ら
流
れ
き
た
雪
解
け
の
河
水
が
河
口
に
押
し
寄
せ
て
海
の
大
波
に
流
れ
込
み
、
万
丈

の
蒼
波
を
見
せ
る
中
、
漁
に
出
た
小
舟
が
一
隻
と
て
陸
に
着
け
ず
に
い
る
さ
ま
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
詩
境
は
、
前
掲
家
持
の
和
歌
と
共
通
す
る
。
寛
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一
一

齋
が
、
家
持
の
和
歌
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
漢
文
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。　

「
漁
舠
」
と
は
、
漁
に
出
る
小
舟
の
こ
と
。

寛
政
七
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
一
頁
。

（
３
）
南
行
（
一
）　

富
山
か
ら
飛
騨
街
道
を
行
く

南
行
と
は
、
そ
の
地
か
ら
南
に
行
く
こ
と
で
、
寛
齋
詩
に
お
い
て
は
、
富
山
城
下
か
ら
南
の
山
岳
方
面
に
行
く
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
八
尾
や
飛
騨
に
行
く

と
き
に
「
南
行
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
富
山
藩
領
を
飛
騨
に
向
か
う
途
次
に
詠
ん
だ
詩
か
ら
紐
解
く
。

寛
政
九
年
、
寛
齋
は
高
山
で
有
名
な
漢
学
者
赤
田
臥
牛
を
訪
ね
る
旅
に
出
る
。
そ
の
道
中
に
は
美
し
く
も
険
し
い
越
中
の
自
然
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
し
か

も
そ
こ
は
、
籠
の
渡
し
も
あ
り
、
詩
人
に
と
っ
て
心
惹
か
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
旅
に
同
行
し
た
の
が
道
恥
師
と
い
う
禅
宗
の
僧
侶
で
あ
っ

た
。
ま
ず
は
、
道
中
、
道
恥
師
に
贈
っ
た
詩
か
ら
、
旅
の
様
子
を
う
か
が
お
う
。

①　

道
恥
師
承
佛
山
尊
者
命
導
余
於
飛
州
。
途
中
有
贈
（
道
恥
師　

佛
山
尊
者
の
命
を
承
り　

余
を
飛
州
に
導
く
。
途
中
、
贈
る
こ
と
有
り
）

南
山
一
路
伴
袈
裟　
　

南
山
一
路　

袈け

さ裟
を
伴
う

到
處
雲
林
則
作
家　
　

到
る
處　

雲
林　

則
ち　

家
と
作な

す

莫
道
野
人
禅
味
少　
　

野
人
に
て　

禅
味
少
な
し
と　

道い

う
莫な

か
れ

笑
拈
渓
畔
杜
鵑
花　
　

笑
い
て
拈ね
ん

ず　

渓
畔
の
杜と
け
ん鵑
花か

【
現
代
語
訳
】

（
道
恥
師
さ
ま
が
、
佛
山
尊
者
の
ご
指
示
で
私
を
飛
騨
ま
で
ご
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
折
に
、
道
中
に
て
お
贈
り
し
た
詩
）

南
山
へ
の
旅
に
、
和
尚
（
道
恥
師
）
様
が
ご
一
緒
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
到
る
と
こ
ろ
高
い
山
で
、
和
尚
様
は
そ
こ
を
我
が
家
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
い
た
。「
田

舎
者
で
禅
僧
ら
し
さ
が
ま
だ
ま
だ
で
す
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
私
が
そ
う
言
う
と
あ
な
た
は
）
笑
い
な
が
ら
渓
流
の
傍
ら
に
咲
く
ツ
ツ
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一
二

ジ
を
一
つ
摘
ま
れ
た
。

【
解
説
】

飛
騨
ま
で
の
旅
は
道
恥
師
と
佛
山
尊
者
の
助
力
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』一
八
に
も
、
寛
齋
が
佛
山
尊
者
に
宛
て
た
手
紙
が
収
め
ら

れ
て
い
て
、
や
は
り
、
飛
騨
ま
で
の
旅
が
道
恥
師
の
先
導
の
お
か
げ
で
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
、
す
べ
て
は
佛
山
尊
者
の
配
慮
の
た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
る
（（　

）
内
は
筆
者
訳
）。
そ
れ
は
四
月
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

「
道
恥
師
吾
輩
を
先
導
し
て
拮
据
固
よ
り
勤
む
。
悉
く
和
尚
の
大
慈
に
出
づ
。
庵
谷
の
險
輿
渡
の
危
。
勇
猛
精
進
し
て
幸
に
安
穏
彼
岸
に
到
る
を
得
た
り
。

飛
州
の
嶮
巍
恐
ら
く
は
當
に
高
く
巴
蜀
の
上
に
出
づ
べ
し
。
王
陽
九
折
羊
腸
尚
車
馬
を
回
へ
し
。・
・（
道
恥
禅
師
は
私
を
先
導
し
て
し
っ
か
り
と
役
目
を
果
た

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
全
て
あ
な
た
様
の
御
慈
悲
の
お
陰
で
す
。
庵
谷
の
川
の
渡
し
場
の
危
険
な
と
こ
ろ
で
も
、
勇
猛
果
敢
に
行
動
し
て
く
だ
さ
り
無
事

対
岸
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
飛
騨
の
こ
の
危
険
さ
は
、
中
国
蜀
の
山
道
以
上
か
と
思
い
ま
す
。
漢
の
王
陽
が
父
母
に
孝
を
尽
く
す
た
め
、
非
常
に
険
し

い
「
九
折
坂
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
通
る
の
を
断
念
す
る
に
至
っ
た
よ
う
な
う
ね
う
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。）」。

佛
山
に
つ
い
て
は
、『
改
訂
増
補
加
能
郷
土
辞
彙
』一
九 

の
「
仏
山
海
印
」
の
項
に
、「
金
沢
曹
洞
宗
宝
円
寺
廿
四
代
住
持
、
生
国
は
越
中
。
寛
政
九
年
十
一

月
富
山
光
厳
寺
か
ら
進
出
し
、
享
和
元
年
二
〇
三
月
廿
一
日
現
住
中
遷
化
し
た
。」
と
あ
り
、「
仏
山
海
印
」
が
正
式
な
号
で
、
こ
こ
に
出
て
く
る
佛
山
尊
者
の

こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
光
厳
寺
は
、
富
山
藩
初
代
藩
主
前
田
利
次
（
前
田
利
常
の
次
男
）
に
よ
っ
て
富
山
前
田
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
曹
洞
宗
の
寺
院
で

あ
る
。
そ
の
寺
院
の
住
持
と
も
な
れ
ば
、
相
当
な
高
僧
で
あ
り
、
そ
の
高
名
な
佛
山
禅
師
が
遣
わ
し
た
の
が
道
恥
師
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
詩
は
寛
政
九

年
の
作
（
多
分
、
四
月
）
で
、
佛
山
尊
者
は
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
、
本
家
加
賀
藩
の
宝
円
寺
二
一
に
移
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
す
で
に
寛
齋
の

耳
に
も
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

一
八　

市
河
三
陽
著
『
復
刻
市
河
寛
齋
先
生
』（
あ
か
ぎ
出
版
、
平
成
四
年
）
一
九
六
頁
。

一
九　

日
置
謙
編
、
北
国
新
聞
社
刊
、
一
九
五
六
年
。

二
〇　

一
八
〇
一
年
。

二
一　

宝
円
寺
は
「
利
家
と
ま
つ
の
菩
提
寺
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
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一
三

結
句
「
笑
拈
渓
畔
杜
鵑
花
」
に
見
る
「
拈
花
」
と
は
花
を
ひ
ね
る
こ
と
。
禅
宗
で
は
、「
拈
花
微
笑
」
と
四
字
で
用
い
、
仏
法
を
以
心
伝
心
で
悟
っ
た
僧
侶

を
讃
え
る
言
葉
で
あ
る
。
寛
齋
の
こ
の
度
の
南
行
の
目
的
の
一
つ
は
、
飛
騨
で
儒
学
・
漢
学
の
第
一
人
者
だ
っ
た
赤
田
臥
牛
（
一
七
四
七
〜
一
八
二
二
）
を

訪
問
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
臥
牛
に
は
「
早
春
呈
佛
山
大
禪
師
」二
二
と
い
う
一
首
が
あ
り
、
そ
の
後
半
に
、「
気
連
滄
海
濶
、
境
與
白
山
隣
、
知
有
天
龍
護
、

拈
花
是
勝
因
（
気
は
滄
海
に
連
な
り
て
濶ひ
ろ

く
、
境
は
白
山
と
隣
す
。
知
ん
ぬ
天
龍
の
護
り
有
る
こ
と
を
、
拈
花
は
是
れ
勝
因
）。」
と
、「
拈
花
」
と
い
う
語
句

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
早
春
呈
佛
山
大
禪
師
」
詩
題
に
付
さ
れ
た
割
注
に
「
去
歳
轉
住
於
賀
州
寶
圓
寺
（
去
年
、
加
賀
藩
の
宝
円
寺
に
移
ら
れ
た
）」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
佛
山
尊
者
が
加
賀
に
移
っ
た
翌
年
・
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
作
と
思
わ
れ
る
。
道
恥
師
に
差
し
上
げ
た
寛
齋
の
こ
の
一
首
の
こ
と
を

臥
牛
が
知
り
、
臥
牛
が
、
そ
の
詩
に
唱
和
す
る
形
で
、
道
恥
師
の
師
で
あ
る
佛
山
禅
師
に
呈
す
る
詩
の
中
で
「
拈
花
」
一
語
を
用
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
四
頁
。

富
山
か
ら
飛
騨
へ
行
く
に
は
、
河
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
渓
谷
の
続
く
中
で
、
比
較
的
穏
や
か
な
と
こ
ろ
は
船
を
用
い
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
難
所
で

は
籠
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
両
地
を
繋
ぐ
船
の
渡
し
は
、
北
か
ら
、
西
笹
津
と
東
笹
津
、
岩
稲
と
牛
ケ
増
、
楡
原
と
芦
生
、
楡
原
と
布
尻
、
庵
谷

と
寺
津
、
猪
谷
と
舟
渡
に
あ
っ
た
。
次
の
詩
は
、
庵
谷
か
ら
寺
津
に
向
か
う
渡
し
船
の
あ
た
り
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
（
十
一
日
に
舟
津
に
着
く
）。

②　

風
雨
過
庵
嶺
（
風
雨　

庵
嶺
を
過
ぐ
）

天
造
羊
腸
險　
　

天　

羊
腸
の
險
し
き
を
造
る

況
為
風
雨
行　
　

況
ん
や　

風
雨
の
行
を
為
す
に
お
い
て
を
や

暗
渓
呈
暮
色　
　

暗
渓　

暮
色
を
呈
し　
　

乱
樹
助
泉
聲　
　

乱
樹　

泉
聲
を
助
く　

二
二　
『
臥
牛
山
人
集
初
編
』（
静
修
館
蔵
版
、 

文
政
十
年
）
巻
之
三
「
五
言
排
律
七
首
」。
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一
四

手
拍
山
肩
過　
　

手　

山
肩
を
拍う

ち
て
過
ぎ

心
追
雲
脚
軽
、　 

心　

雲
脚
を
追
い
て
軽
し

途
窮
邨
落
出　
　

途　

窮
ま
り　

邨　

落
ち
出い

で

停
杖
意
初
平　
　

杖
を
停
め
て　

意　

初
め
て
平
ら
か
な
り

【
現
代
語
訳
】

自
然
が
作
っ
た
こ
の
険
し
い
道
。
風
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
の
道
中
で
あ
れ
ば
、
な
お
険
し
い
。
薄
暗
い
渓
谷
に
夕
闇
が
近
づ
く
。
折
り
重
な
る
木
々
が
渓
谷

の
水
の
流
れ
の
音
を
更
に
強
く
す
る
。
手
で
山
膚
の
平
ら
な
と
こ
ろ
を
確
か
め
な
が
ら
進
み
、
心
は
動
く
雲
脚
を
追
い
か
け
、
足
は
軽
や
か
だ
。
道
が
尽
き
て

村
が
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
。（
そ
こ
で
）
杖
を
休
め
る
と
や
っ
と
気
持
ち
が
安
ら
い
だ
。

【
解
説
】

庵い
お
り

嶺み
ね

と
は
、
庵
い
お
り

谷だ
に

の
あ
た
り
の
山
嶺
の
こ
と
か
。
前
掲
の
寛
齋
が
「
佛
山
に
宛
て
た
手
紙
」
に
「
庵
谷
の
險
輿
渡
の
危
。
勇
猛
精
進
し
て
幸
に
安
穏
彼
岸

に
到
る
を
得
た
り
。」
と
あ
り
、
こ
こ
に
「
庵
谷
」
と
見
え
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
期
に
書
か
れ
た
『
東
游
日
録
』二
三
に
は
、「
踰
庵
谷
嶺
。
一
水
自
南
來
。
曰

宮
川
。
下
合
高
原
川
。
水
勢
噴
怒
。
聲
如
雷
。
昔
時
此
川
以
籠
渡
人
。
両
岸
道
路
甚
険
悪
。」
と
記
さ
れ
、「
庵
谷
嶺
」
と
あ
る
。
現
在
の
、
国
道
四
十
一
号
線

を
富
山
か
ら
高
山
に
下
る
そ
の
道
か
ら
棚
田
が
見
え
、
目
を
上
に
転
じ
れ
ば
嶺
が
見
え
る
。
そ
の
あ
た
り
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
五
頁
。

庵
嶺
ま
で
、
富
山
城
内
か
ら
飛
騨
ま
で
幾
日
要
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
ル
ー
ト
を
取
る
か
に
も
よ
る
が
、
三
日
ほ
ど
は
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
途
中
で
宿
を
と
る
。
寛
齋
ら
が
宿
泊
し
た
の
は
、
片
掛
（
懸
）
の
大
淵
禅
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
院
に
つ
い
て
は
、
富

二
三　

小
杉
熈
『
東
游
日
録
』（
明
治
四
十
五
年
）。
小
杉
熈
は
、
号
を
復
堂
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
八
）
と
い
う
。
登
山
家
で
あ
り
漢
文
学
者
で
も
あ
る
。
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市
河
寛
齋
の
詠
ん
だ
富
山
　
㈡

一
五

山
藩
第
六
代
藩
主
利
與
が
帰
依
し
、文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
は
、利
與
十
七
回
忌
の
た
め
、そ
の
側
室
自
仙
院
二
四
も
参
詣
し
一
泊
し
た
と
い
う
記
述
も
残
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
淵
禅
寺
は
、
富
山
藩
主
と
の
関
係
が
極
め
て
深
か
っ
た
。
一
方
、
藩
校
広
徳
館
は
、
そ
の
利
與
が
設
け
た
学
校
で
あ
り
、
江
戸
か
ら
赴
任
し

て
き
た
高
名
な
藩
校
の
祭
酒
の
訪
問
と
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
詠
ん
だ
詩
が
「
宿
大
淵
禅
寺 

呈
悟

秀
禅
師
二
五
」
で
あ
る
。

③　

宿
大
淵
禅
寺 
呈
悟
秀
禅
師
（
大
淵
禅
寺
に
宿
り
、
悟
秀
禅
師
に
呈
す
）

泥
路
南
山
遠　

泥
路　

南
山　

遠
く

披
蓑
到
梵
宮　

蓑
を
披
し　

梵
宮
に
到
る　

僧
迎
香
霧
外　

僧
は　

香
霧
の
外
に
迎
え

客
宿
法
雲
中　

客
は　

法
雲
中
に
宿
る　

幽
味
林
抽
蕈　

幽
味
の
林
に　

蕈き
の
こを
抽
き

清
齋
圃
摘
菘　

清
齋
の
圃
に　

菘す
ず
なを
摘
む

夜
深
風
雨
斂　

夜
深
く
し
て　

風
雨　

斂お
さ

ま
り

更
覺
世
情
空　

更
に
覺
ゆ　

世
情
の
空
し
き
を

【
現
代
語
訳
】

ぬ
か
る
み
の
た
め
南
山
の
道
は
遠
い
。
蓑
傘
を
ま
と
っ
て
寺
に
着
い
た
。
す
る
と
、
住
持
僧
は
寺
の
外
に
出
て
迎
え
て
く
れ
、
俗
世
の
私
は
仏
法
の
漂
う
中

に
宿
を
借
り
た
。（
住
持
は
）
薄
暗
い
林
で
キ
ノ
コ
を
採
り
、
精
進
菜
の
畑
で
野
菜
を
摘
ん
で
精
進
料
理
を
ふ
る
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
夜
が
更
け
て
風
雨
が

二
四　

自
仙
院
と
は
、
前
田
利
與
の
側
室
で
利
謙
の
生
母
と
な
る
佳
江
（
江
戸
の
山
田
茂
右
衛
門
娘
）
の
こ
と
。
和
歌
や
漢
詩
を
好
ん
だ
。

二
五　

悟
秀
禅
師
は
、
雪
庭
悟
秀
と
い
い
、
大
淵
寺
第
二
十
五
代
の
住
職
で
あ
る
。
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富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

一
六

収
ま
る
と
、
俗
世
に
身
を
置
く
自
分
が
一
層
空
し
く
感
じ
た
。　

【
解
説
】

山
里
の
寺
院
で
は
、
自
生
の
キ
ノ
コ
や
畑
で
作
っ
た
ス
ズ
ナ
を
食
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
雨
上
が
り
、
寺
院
で
の
一
夜
は
、
俗
世
が
空
し
く
感
じ
る

ほ
ど
の
静
寂
の
中
に
あ
っ
た
。「
世
情
空
」
は
、「（
仏
法
の
真
理
を
耳
に
し
た
時
に
）
俗
世
が
空
し
く
覚
え
る
」
と
い
う
意
味
二
六
で
あ
る
。

大
淵
寺
は
、
今
も
国
道
四
十
一
号
線
を
富
山
か
ら
高
山
方
面
に
向
か
い
、
道
の
駅
「
細
入
」
で
西
側
に
上
る
と
そ
の
奥
に
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
、
江
戸
時
代

に
銀
山
と
し
て
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
富
山
藩
の
経
済
を
支
え
た
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
（
注
一
六
）「
南
山
遊
行
記
」
は
、
片
掛
（
懸
）
及
び
大

淵
寺
に
つ
い
て
、「
村
冨ふ
じ
ょ
う饒
に
し
て
城じ
ょ
う
て
ん鄽の
ご
と
く
、
屋
舎
壮
麗
な
り
。
松
間
の
粉
壁
を
大
淵
寺
と
曰
う
。（
村
は
富
み
豊
か
で
家
々
は
城
や
屋
敷
の
よ
う
で
、

建
物
は
壮
麗
で
あ
っ
た
。
松
林
の
間
の
白
壁
は
大
淵
寺
と
い
う
）。」二
七
と
記
す
。
た
だ
、
現
在
で
は
、
銀
山
は
な
く
、「
片
掛
銀
山
跡
」
が
残
る
だ
け
で
民
家

も
だ
い
ぶ
少
な
く
な
り
、
昔
の
面
影
は
、
山
村
に
し
て
は
荘
厳
な
梵
宇
の
大
淵
寺
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
五
頁
。

一
宿
の
後
、
寛
齋
は
ま
た
南
へ
向
か
う
。
飛
騨
ま
で
の
道
中
、
先
述
の
渡
し
船
の
他
、
籠
の
渡
し
と
藤
橋
の
方
法
で
川
を
越
え
た
。
籠
の
渡
し
は
、
三
か
所
、

片
掛
と
吉
野
、
蟹
寺
と
谷
（
中
山
）、
西
賀
澤
と
東
加
賀
澤
に
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
蟹
寺
と
谷
に
架
か
る
籠
の
渡
し
は
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

籠
の
渡
し
に
つ
い
て
、『
猪
谷
関
所
館
』
に
そ
の
様
子
を
再
現
し
た
体
験
式
の
模
型
が
置
か
れ
て
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

一
人
で
渡
る
と
き
は
、
籠
の
中
で
立
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
を
漕
ぐ
よ
う
に
ゆ
す
り
な
が
ら
中
央
ま
で
進
み
、
そ
の
あ
と
引
き
縄
を
手
繰
り
寄
せ
る
よ
う
に
し
て

対
岸
に
渡
っ
た
そ
う
で
、大
変
な
作
業
で
慣
れ
な
い
人
に
は
難
し
く
危
険
で
し
た
。
普
通
の
旅
人
は
、両
岸
に
い
る
籠
当
番
の
村
人
に
縄
を
引
い
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

二
六　
「
一
度
林
前
見
遠
公
、
静
聞
真
語
世
情
空
」（『
古
今
禅
藻
集
』
巻
七
所
収
、
唐
・
栖
白
「
寄
南
山
景
禅
師
」）。

二
七　

前
掲
『
肯
搆
泉
達
録
』
四
六
一
頁
。
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市
河
寛
齋
の
詠
ん
だ
富
山
　
㈡

一
七

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
詩
人
や
俳
人
が
い
く
つ
か
の
記
述
を
残
し
て
い
る
。
芭
蕉
の
門
下
の
凡
兆
は
、
元
禄
頃
、
既
に
、『
猿
蓑
』
に
お
い
て
、「
越
よ
り

飛
騨
へ
行い
く

と
て
、
籠
の
わ
た
り
の
あ
や
う
き
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
道
も
な
き
山
路
に
さ
ま
よ
ひ
て　

鷲
の
巣
の
樟
の
枯
枝
に
日
は
入い
り

ぬ
」
と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、

寛
齋
よ
り
後
（
文
化
七
年
）
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
先
述
の
富
山
藩
六
代
藩
主
前
田
利
與
の
側
室
で
八
代
藩
主
前
田
利
謙
の
生
母
・
自
仙
院
は
、「
見
る
だ
に

も　

心
ぐ
る
し
き　

つ
な
で
な
は　

か
ご
の
わ
た
り
の　

う
き
せ
な
る
よ
を（
見
る
だ
け
で
不
安
に
な
る　
（
籠
を
引
く
）引
き
綱
の
縄
を
用
い　

憂
き
瀬（
世
）

を
籠
で
渡
る
の
だ
か
ら
）」二
八
と
詠
ん
で
い
る
。
寛
齋
も
ま
た
こ
の
険
し
い
「
籠
渡
」
を
漢
詩
に
し
た
。

④　

籠
渡
（
籠か

ご

の
渡
わ
た
し
）

在
飛
越
之
境
蟹
寺
邨
、即
神
通
上
流
也
。
崖
高
水
急
、土
人
用
曲
木
造
一
器
、形
似
盛
土
畚
、貫
以
一
條
索
、繋
於
両
岸
木
架
、人
過
則
縛
於
器
中
、用
遊
索
、

往
来
相
牽
以
渡
之
、俗
喚
做
籠
渡
。（
飛
越
の
境
、蟹
寺
邨
に
在
り
。
即
ち
神
通
の
上
流
な
り
。
崖
高
く
水
急
な
り
。
土
人
、曲
木
を
用
い
て
一
器
を
造
る
。

形
、
土
を
盛
る
塁
に
似
て
、
貫
ぬ
く
に
一
條
の
索
を
以
て
し
、
両
岸
の
木
架
に
繋
く
。
人
過よ

ぎ
ら
ん
と
せ
ば
則
ち
器
中
に
縛
り
、
遊
索
を
用
い
、
往
来
は

相
牽
き
て
以
て
之
を
渡
す
。
俗
に
籠
渡
と
喚
び
做
す
。）

懸
崖
纔
借
草
縄
通　
　

懸
崖　

纔わ
ず
かに
草
縄
を
借
り
て
通
ず

渓
暗
奔
流
雨
雑
風　
　

渓　

暗
く
し
て　

奔
流
し　

雨　

風
に
雑ま
じ

る

未
到
前
頭
神
死
盡　
　

未
だ
前
頭
に
到
ら
ざ
る
に　

神　

死
し
て
盡
き

駕
空
身
在
小
籠
中　
　

空
に
駕
す
る
身
は　

小
籠
の
中
に
在
り

【
現
代
語
訳
】

（
飛
騨
と
越
中
の
境
の
蟹
寺
村
は
、
神
通
川
の
上
流
に
あ
る
。
崖
が
険
し
く
水
の
流
れ
も
急
で
、
土
地
の
人
々
は
曲
が
っ
た
木
を
用
い
て
一
つ
の
入
れ
物
を

作
る
。
そ
の
形
は
、
土
を
運
ぶ
畚も
っ
こに

似
て
い
て
、
一
本
の
縄
を
通
し
て
、
そ
の
縄
を
両
岸
の
木
で
組
ま
れ
た
桁け

た

に
架
け
る
。
人
が
川
を
渡
る
と
き
は
、
そ
の
器

二
八　

廣
瀬
誠
著
『
越
中
の
文
学
と
風
土
』（
桂
書
房
、
平
成
十
年
）
二
七
六
頁
。
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富
山
大
学
人
文
科
学
研
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一
八

の
中
に
縛
り
、
綱
を
用
い
て
、
行
き
来
す
る
と
き
は
、
双
方
が
引
っ
張
っ
て
渡
し
、
俗
に
籠
の
渡
し
と
呼
ぶ
。）

切
り
立
つ
崖
は
、
草
で
編
ん
だ
縄
だ
け
を
頼
り
に
渡
る
。
薄
暗
く
流
れ
の
急
な
渓
谷
に
、
雨
が
風
に
混
じ
っ
て
降
る
。
ま
だ
向
こ
う
岸
に
着
い
て
い
な
い
の

に
、
我
が
魂
は
す
っ
か
り
消
し
飛
ん
で
、
空
を
か
け
る
我
が
身
は
、
小
さ
な
籠
の
中
に
あ
る
。

【
解
説
】

寛
齋
が
渡
っ
た
の
は
、
蟹か
ん
で
ら寺
（
現
在
の
富
山
市
蟹
寺
）
か
ら
谷
（
現
在
の
飛
騨
市
神
岡
町
谷
）
へ
の
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
籠
の
渡
し
で
あ
っ
た
。
詩
は
、

起
句
で
籠
の
渡
し
の
用
途
と
危
険
を
端
的
に
言
い
、
承
句
で
渓
谷
の
景
全
体
を
描
写
し
、
転
句
と
結
句
で
、
籠
の
中
の
自
身
に
焦
点
を
当
て
引
き
撮
影
を
行
い
、

そ
の
時
の
心
情
を
述
べ
、
険
し
さ
を
一
層
浮
き
立
た
せ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
か
ら
訪
問
す
る
飛
騨
の
赤
田
臥
牛
に
も
「
籠
渡
」
一
首
が
あ
る
。
そ
の
場
所
は
、「
在
飛
騨
州
北
界
中
山
村
、
神
通
川
水
次
、
別
曰
谷
（
飛

騨
州
北
界
中
山
村
に
在
り
て
、
神
通
川
の
水
次
な
り
、
別
に
谷
と
曰
う
）。」
の
説
明
に
よ
っ
て
、「
谷
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
蟹
寺
か
ら
谷
へ
の
籠
渡
を
、

寛
齋
は
蟹
寺
で
詠
み
、
臥
牛
は
谷
で
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
臥
牛
の
「
籠
渡
」
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

籠
渡
二
九　
　

   

赤
田
臥
牛

貫
籠
縁
一
策　
　

籠
を
貫
ぬ
き
て
一
策
に　

縁
る

俯
仰
意
如
何　
　

俯
仰
し
て　

意お
も

う
と
こ
ろ　

如
何

絶
岸
横
蒼
靄　
　

絶
岸
は　

蒼
靄
に　

横
た
わ
り

奔
川
躍
白
波　
　

奔
川
に　

白
波　

躍
る

道
同
飛
鳥
去　
　

道　

飛
鳥
と
同
じ
く　

去
り

人
在
半
空
過　
　

人
は　

半
空
に
在
り
て
過
ぐ

山
國
通
商
利　
　

山
國　

商
利
を
通
わ
し

二
九　

前
掲
『
臥
牛
山
人
集
初
編
』
巻
之
三
「
五
言
律
」。
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市
河
寛
齋
の
詠
ん
だ
富
山
　
㈡

一
九

来
輸
魚
與
鹺　
　

来
た
り
輸
す　

魚
と
鹺さ

と
を

（
一
本
の
綱
が
籠
の
頼
り
だ
。
見
下
ろ
し
た
感
じ
は
ど
の
よ
う
か
。
断
崖
が
暗
い
靄
の
中
に
横
た
わ
り
、
急
流
に
白
波
が
踊
っ
て
い
る
。
飛
ぶ
鳥
と
同
じ

道
を
進
み
、
人
は
空
中
を
よ
ぎ
り
来
る
。（
こ
う
し
て
）
山
の
地
で
商
い
が
で
き
、
魚
や
塩
を
売
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。）

臥
牛
詩
は
、
末
聯
に
飛
騨
街
道
を
利
用
す
る
目
的
を
詠
ん
で
い
る
以
外
は
、
内
容
は
寛
齋
詩
と
類
似
し
て
い
る
。
他
に
、
江
戸
時
代
の
修
験
僧
（
山
伏
）
野

田
泉
光
院
も
、『
日
本
九
峯
修
行
日
記
』
の
文
化
十
二
年
八
月
二
十
四
日
の
項
で
、
籠
の
渡
し
に
つ
い
て
「
日
本
一
難
所
渡
り
也
」
と
記
し
て
い
る
。

「
片
掛
村
立
。・
・
・
駕
籠
の
渡
し
と
は
此
所
也
。
両
岸
よ
り
綱
を
三
筋
張
り
、
長
さ
三
十
尋
餘
、
此
綱
よ
り
水
迄
六
間
計
り
、
川
深
さ
不
知
。
大
石
の
間
を

滝
の
如
く
水
落
ち
る
也
。其
駕
籠
と
云
ふ
も
の
は
、カ
ヅ
ラ
の
八
寸
廻
り
計
り
に
て
、二
本
を
十
文
字
に
打
違
へ
拵
へ
た
る
物
也
。‥
日
本
一
難
所
渡
り
也
。」三
〇
。

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
五
頁
。

寛
齋
は
、
続
い
て
、
藤
橋
も
詠
う
。
現
在
、
神
岡
町
の
中
心
部
を
流
れ
る
高
原
川
に
架
か
る
藤
波
橋
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
に
完
成
し
た
鉄
橋
で
、

赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
の
で
と
り
わ
け
目
を
引
く
が
、
こ
の
橋
の
場
所
に
は
、
か
つ
て
藤
蔓
で
造
ら
れ
た
橋
「
藤
橋
」
が
あ
っ
た
。

『
近
世
畸
人
伝
』
の
執
筆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
伴
蒿
蹊
（
一
七
三
三
〜
一
八
〇
八
）
は
、寛
齋
が
詩
を
詠
む
数
年
前
に
こ
こ
を
訪
れ
、随
筆
『
閑
田
耕
筆
』（
寛

政
十
一
年
刊
） 

に
お
い
て
、
藤
橋
と
籠
渡
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
高
原
川
に
架
か
る
藤
橋
は
三
か
所
あ
る
と
言
う
。
舟
津
（
現
在
の
神
岡
町
船
津
）、
茂

住
（
現
在
の
神
岡
町
茂
住
）、
大
島
（
現
在
の
益
田
郡
小
坂
町
大
島
）
の
藤
橋
が
そ
れ
で
あ
る
。「
こ
ゝ
に
ま
た
此
頃
、
飛
騨
の
人
田
中
紀
文
と
い
ふ
が
訪
来
て
、

其
國
の
藤
ば
し
、
か
ご
の
わ
た
り
の
事
を
か
た
り
、
且
記
せ
る
も
の
を
示
さ
る
。
藤
橋
三
所
有
、
其
あ
ら
は
れ
た
る
も
の
は
、
吉
城
郡
舟
津
町
村
に
あ
り
て
高

原
川
に
わ
た
す
。
東
西
各
民
家
あ
り
。
西
を
朝
浦
と
い
ひ
、
東
を
東
町
と
い
ふ
。
川
の
両
旁
石
崖
突
出
せ
る
上
に
架か
け

た
る
も
の
に
し
て
、
歳
ご
と
に
近
県
の
民
、

相
つ
ど
ひ
て
改
作
る
。
長
三
十
三
間
餘
、
濶
数
尺
、
一
柱
を
建
す
。
藤
を
経た
て

に
し
、
木
を
緯よ
こ

に
し
て
、
織
こ
と
席
の
ご
と
し
。
往
々
木
を
横
へ
て
、
歩
を
進
る

の
程
限
と
し
、
両
辺
藤
索
を
張
て
欄
干
に
代
ふ
。
是
を
攀
て
渡
る
べ
し
。
然
も
風
に
触
て
ゆ
ら
め
く
か
ら
に
行
人
難
み
、
あ
る
ひ
は
匍
匐
て
前
む
事
能
ざ
る
も

三
〇　

野
田
泉
光
院
著
『
日
本
九
峯
修
行
日
記
』（
昭
和
十
年
、
杉
田
直
出
版
）
三
二
四
頁
。
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二
〇

の
あ
り
。
土
人
は
重
き
を
負
つ
い
た
ゞ
き
て
、
し
か
も
彼
程
限
を
踏
て
進
む
。
か
つ
て
一
歩
を
あ
や
ま
た
ず
‥
‥
同
郡
茂
住
村
、
益
田
郡
大
島
に
も
ま
た
あ
り

と
い
へ
り
。
籃
の
わ
た
り
は
吉
城
郡
中
山
村
に
在
て
、
神
通
河
に
架
す
。
川
の
北
は
蟹
寺
里
人
カ
ン
テ

ラ
と
稱
ふ
。

村
と
て
、
越
中
の
南
鄙
な
り
。
籃
渡
と
は
橋
に
あ
ら
ず
。
西

域
伝
に
い
へ
る
度と
さ
く索
と
い
ふ
も
の
歟
。
其
兩
岸
絶
壁
に
し
て
、
河
の
流
れ
い
ち
は
や
く
、
水
に
航
す
べ
か
ら
ず
、
岸
に
橋
す
べ
か
ら
ず
、
故
に
大
索
三
筋
を
張

て
岸
に
架
し
、
懸
る
に
小
籃
を
も
て
し
、
人
其
中
に
う
づ
く
ま
る
を
、
人
其
中
に
う
づ
く
ま
る
を
、
籃
に
両
索
あ
り
て
、
前
岸
曳
之
後
岸
送
之
、
南
北
よ
り
相

助
。
か
ら
う
じ
て
渡
る
。
土
人
は
男
女
を
い
は
ず
、
手
を
も
て
み
づ
か
ら
索
を
た
ぐ
り
て
、
た
や
す
く
行
か
ひ
す
る
こ
と
神
の
ご
と
し
。
籃
は
木
を
揉
め
て
幹

と
し
、
底
は
藤
を
も
て
め
ぐ
ら
し
、
編
こ
と
蜘
の
あ
み
を
結
ぶ
が
ご
と
し
。
三
の
大
索
、
月
毎
に
一
筋
を
更
る
と
い
ふ
。
其
往
来
の
し
げ
き
こ
と
知
る
べ
し
。

飛
騨
よ
り
越
中
に
行
道
あ
ま
た
あ
れ
ど
、
此
道
便
な
れ
ば
と
か
や
。」三
一

以
下
に
、
寛
齋
が
詠
ん
だ
藤
橋
を
見
て
み
よ
う
。

⑤　

藤
橋
（
藤ふ

じ
ば
し橋
）

在
飛
州
茂
住
舟
渡
等
邨
倚
立
木
架
於
両
岸
巨
石
、
排
繋
藤
索
緯
以
断
木
、
長
三
十
丈
幅
四
尺
許
。（
飛
州
茂
住
・
舟
渡
等
の
邨
に
在
り
て
、
木
架
を
両
岸
の

巨
石
に
倚
立
し
、
藤
索
を
排
繋
し
て
、
緯た
ば
ねる
に
断
木
を
以
て
す
、
長
さ
三
十
丈
、
幅
四
尺
許ば
か

り
な
り
。）

枯
藤
千
尺
織
危
橋　
　

枯
藤
千
尺　

危
橋
を
織
る

箇
裏
行
人
酸
骨
消　
　

箇こ
の

裏う
ち　

行
人　

酸
骨　

消
す

宛
似
晴
渓
涼
浣
布　
　

宛あ
た
かも　

晴
渓
に　

浣
布
を
涼さ
ら

す
に
似
た
り

狂
風
簸
弄
更
飄
揺　
　

狂
風　

簸は

弄ろ
う

し
て　

更
に
飄
ひ
ょ
う

揺よ
う

す　

【
現
代
語
訳
】

（
飛
州
の
茂
住
・
舟
渡
（
船
津
）
等
の
村
で
は
、
木
架
を
両
岸
の
巨
石
（
埋
め
込
ま
れ
た
岩
杭
）
に
縛
り
付
け
て
、
藤
蔓
を
編
ん
で
並
べ
て
、
断
木
に
束
ね
る
。

三
一　

国
民
図
書
編
『
日
本
随
筆
全
集 

第
六
巻
』（
国
民
図
書
刊
行
、 

昭
和
二
年
）
所
収
、
五
三
八
〜
五
四
四
頁
。
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二
一

長
さ
三
十
丈
、
幅
四
尺
ば
か
り
で
あ
っ
た
。）

長
さ
千
尺
の
枯
れ
た
藤
を
用
い
て
危
橋
が
編
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
旅
人
の
悲
し
み
や
怒
り
な
ど
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
。
ま
る
で
晴
れ
た
渓
流
の
上
に

洗
濯
し
た
布
を
干
し
て
い
る
よ
う
で
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
る
と
一
層
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
。

【
解
説
】

茂
住
村
は
、
今
は
東
京
大
学
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
が
あ
る
あ
た
り
で
あ
る
が
、
高
原
川
が
流
れ
て
い
て
、
か
つ
て
は
そ
れ
を
渡
る
藤
橋
が
あ
っ
た
。
こ

の
詩
は
そ
の
藤
橋
を
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。
村
に
は
越
中
東
街
道
が
通
っ
て
い
た
。
藤
橋
に
つ
い
て
、『
斐
太
後
風
土
記
』（
巻
十
六
）「
吉
城
郡
下
高
原
郷
舟

津
町
村
」
に
は
、「
藤
橋　

吉
城
郡
下
高
原
郷
舟
津
町
村
に
あ
り
、高
山
よ
り
丑
方
行
程
八
里
内
、高
原
川
へ
懸
渡
‥
」
と
そ
の
場
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
飛
州
志
」
に
は
、
藤
橋
の
形
状
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
三
二
。

橋
軸
方
向
に
数
本
の
網
が
「
踏
み
藤
」
と
し
て
両
岸
に
張
り
渡
さ
れ
、
塔
柱
は
無
く
橋
面
上
の
両
側
に
２
本
の
「
手
摺
藤
」
と
呼
ば
れ
る
太
い
白
口
藤
の

綱
が
貼
り
渡
さ
れ
。
こ
れ
等
の
藤
綱
は
両
岸
の
岩
や
岩
片
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
岩
杭
に
結
び
付
け
て
定
着
さ
れ
て
い
た
。
雑
木
が
踏
み
藤
の
上
に
横
並
べ
し

て
「
踏
み
木
」
と
呼
び
、
細
藤
綱
を
踏
み
木
に
絡
め
つ
け
て
舗
板
の
代
わ
り
と
し
た
。
ま
た
、
両
端
の
踏
み
藤
は
釣
藤
に
よ
り
手
摺
藤
に
結
び
付
け
ら
れ
て

い
る
。 

一
方
、
猪
谷
関
所
館
発
行
の
「
通
行
手
形
だ
よ
り
（N

o.173
）」
に
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
か
ら
同
二
年
（
一
六
八
九
）
に
か
け
て
、
円
空
上
人
が

こ
の
地
を
訪
れ
、
藤
橋
に
つ
い
て
「
茂
ず
ミ
な
る　

谷
の
藤
橋　

結
ら
ん　

山
お
り
姫
の　

幡
か
と
ぞ
ミ
る
」
と
詠
ん
だ
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
藤
橋
が

ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
様
子
を
、
寛
齋
は
「
浣
布
」
に
、
円
空
は
「
幡
」
に
と
、
い
ず
れ
も
長
方
形
の
一
枚
の
布
状
の
も
の
に
見
立
て
て
い
る
。
な
お
、『
臥
牛
山

人
集
初
編
』
に
も
、
船
津
で
詠
ん
だ
「
藤
橋
」
と
題
す
る
詩
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
三
三
が
、
藤
橋
は
虹
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

三
二　

山
根
巌
「
我
が
国
に
お
け
る
江
戸
期
か
ら
明
治
期
へ
の
釣
橋
の
展
開
（
そ
の
７
）
―
江
戸
期
の
古
典
的
釣
橋
か
ら
明
治
期
の
鉄
線
橋
へ
の
変
遷
」（
土
木
史
研
究
講
演
集
、

２
０
０
９
年
）http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00902/2009/29-0091.pdf

三
三　
「
烏
藤
千
萬
縷
、
橋
架
緑
波
中
、･･

疑
是
通
津
處
、
行
人
直
蹈
虹
。（
黒
い
藤
蔓
幾
万
本
も
が
橋
に
架
か
り
緑
の
波
の
上
に
あ
る
、･･

こ
こ
は
渡
し
場
の
よ
う
で
、
行
き
か

う
人
は
虹
を
踏
ん
で
い
る
よ
う
だ
。）」
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二
二

「
酸
骨
」
は
憤
り
や
悲
し
み
を
い
う
。「
浣
布
」
は
、
洗
濯
し
た
布
の
こ
と
か
。「
簸
弄
」
は
あ
お
り
な
ぶ
る
こ
と
。

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
五
頁
。

⑥　

宿
茂
住
山
中
（
茂も

住ず
み

山
中
に
宿
る
）

日
落
青
渓
路
未
窮　
　

日
落
ち
て　

青
渓　

路み
ち

未
だ
窮き
わ

ま
ら
ず　

投
瞑
乱
石
水
聲
中　
　

瞑
に
投
じ
て　

乱
石　

水
聲
の
中

孤
眠
不
作
燈
前
夢　
　

孤
眠　

燈
前
の
夢
を
作な

さ
ず　
　
　

錯
認
山
林
竟
夜
風　
　

錯あ
や
まり
認
む　

山
林　

竟
き
ょ
う

夜や　

風
な
る
か
と

【
現
代
語
訳
】

日
は
沈
ん
だ
が
渓
谷
の
道
は
ま
だ
尽
き
な
い
。
目
を
閉
じ
て
眠
り
に
就
こ
う
と
し
て
も
、
怪
石
に
ぶ
つ
か
る
水
の
音
が
耳
に
聞
こ
え
る
。
孤
独
な
眠
り
は
灯

の
前
で
夢
も
見
ず
、（
そ
の
水
の
音
を
）
山
林
で
一
晩
中
、
風
が
吹
い
て
い
た
と
勘
違
い
し
た
。

【
解
説
】

大
淵
寺
か
ら
飛
騨
の
茂
住
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
、
ま
た
一
宿
と
な
っ
た
。
こ
の
地
は
、
江
戸
時
代
、
銀
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
、
比
較
的
豊
か
な
と
こ
ろ

で
あ
り
、
神
通
川
水
系
の
高
原
川
が
流
れ
、
水
流
の
豊
富
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
本
詩
は
、
茂
住
に
宿
泊
し
た
夜
、
河
水
の
音
の
あ
ま
り
の
強
さ
に
夢
を
見
る

こ
と
も
で
き
な
い
、す
な
わ
ち
眠
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
詠
ん
だ
一
首
。「
燈
前
夢
」
三
四
と
は
、静
謐
な
中
で
美
し
い
忠
州
（
巴
南
城
）
を
見
て
回
る
夢
を
見
た
、

と
詠
う
白
居
易
詩
「
中
書
夜
直
夢
忠
州
」
の
中
の
一
語
で
あ
り
、
河
水
の
音
の
強
さ
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
投
瞑
」
は
、「
得
瞑
」
か
ら
類
推
し
て
「
眠
る
」
と
い
う
意
味
か
。「
竟
夜
」
は
、
一
晩
中
の
意
。

三
四　
『
白
氏
長
慶
集
』
卷
十
九
「
中
書
夜
直
夢
忠
州
」
に
「
閣
下
燈
前
夢
，
巴
南
城
裏
遊
」
と
あ
る
。
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二
三

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
五
頁
三
五
。

⑦　

四
月
十
三
日
荒
木
道
中
作
（
四
月
十
三
日
、
荒
木
道
中
の
作
）

浸
種
邨
邨
水
満
田　
　

種
を
浸
す
邨
邨　

水　

田
に
満
ち　

不
寒
不
暖
雨
如
煙　
　

寒
か
ら
ず
暖
か
か
ら
ず　

雨
は
煙
の
如
し

桃
紅
柳
緑
山
中
暮　
　

桃
は
紅
く
れ
な
い、
柳
は
緑　

山
中
の
暮
れ

又
是
清
明
前
後
天　
　

又　

是
れ　

清
明
前
後
の
天

【
現
代
語
訳
】

種
籾
を
蒔
く
時
季
に
な
っ
た
村
々
で
は
、
田
に
は
水
が
張
ら
れ
た
。
寒
く
な
く
暖
か
く
も
な
い
。
小
糠
雨
が
煙
の
よ
う
に
降
る
。
桃
の
花
と
柳
の
緑
が
色
鮮

や
か
な
山
中
の
暮
ど
き
。
ま
た
こ
れ
も
晴
明
節
前
後
の
日
。

【
解
説
】

越
中
か
ら
高
山
へ
の
街
道
と
し
て
「
越
中
蟹
寺
へ　

谷
〜
中
山
〜
横
山
〜
も
す
み
〜
舟
津
町
〜
寺
林
〜
八
日
町
〜
荒
木
〜
高
山
」
と
記
さ
れ
た
「
寛
永
国
絵

図
」三
六
が
あ
る
。
本
詩
は
、茂
住
か
ら
高
山
に
向
か
う
途
中
、高
山
の
一
つ
手
前
の
荒
木
で
、村
全
体
を
眺
望
し
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
船
津
か
ら
は
二
日
経
っ

て
い
る
。
清
明
節
の
夕
刻
、
農
家
は
稲
の
種
を
ま
き
終
え
、
田
に
は
水
が
張
ら
れ
、
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
の
ち
ょ
う
ど
良
い
春
の
日
。
小
糠
雨
が
緑
の
柳
と
赤

い
桃
の
花
を
そ
っ
と
濡
ら
し
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

中
国
で
清
明
節
前
後
を
詠
ん
だ
詩
は
多
い
が
、
以
下
に
掲
げ
る
王
維
の
詩
「
田
園
楽
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
詩
中
に
本
詩
同
様
に
「
桃
紅
柳
緑
」「
煙
」

の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
寛
齋
の
詩
に
詠
ま
れ
た
時
間
帯
は
暮
ど
き
で
あ
り
、
王
維
の
詩
は
朝
で
あ
る
。

三
五　
「
道
恥
師
承
佛
山
尊
者
命
導
余
於
飛
州
、
途
中
有
贈
」「
籠
渡
」「
藤
橋
」「
宿
茂
住
山
中
」「
四
月
十
三
日
荒
木
道
中
作
」
は
、「
遊
飛
州
作
」
と
し
て
『
寛
齋
百
絶
』（
寛
政

九
年
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

三
六　

川
村
博
忠
編
『
寛
永
十
年
巡
見
使
国
絵
図 

日
本
六
十
余
州
図
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）。
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二
四

　

田
園
楽　

王
維
三
七 

桃
紅
復
含
宿
雨　
　

桃
は
紅
に
し
て　

復
た 

宿
雨
を
含
み

柳
緑
更
帯
朝
煙　
　

柳
は
綠
に
し
て　

更
に 

朝
煙
を
帶
ぶ

花
落
家
僮
未
掃　
　

花 

落
つ
る
も　

家
童　

未
だ
掃
は
ず

鶯
啼
山
客
猶
眠　
　

鶯　

啼
き
て　

山
客　

猶
ほ
眠
る　

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
五
頁
下
。

や
っ
と
、
臥
牛
の
住
む
飛
騨
高
山
に
着
い
た
。
臥
牛
は
、
一
生
涯
、
他
地
に
遊
学
す
る
こ
と
な
く
飛
騨
の
地
に
と
ど
ま
っ
て
、
独
学
で
儒
学
漢
学
を
学
ん
だ

人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
寛
齋
は
、
臥
牛
に
招
か
れ
て
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
詠
ん
だ
詩
が
次
の
一
首
で
あ
る
。

⑧　

遊
飛
騨
、
訪
田
山
人
伯
宜
、
為
邀
宿
雲
峰
山
寺
。
有
詩
見
贈
次
韻
為
酬
。（
飛
騨
に
遊
び
、
田
山
人
伯
宜
を
訪
れ
、
邀ま
ね

か
れ
て
雲
峰
山
寺
に
宿
す
。
詩
の

贈
ら
る
る
有
り
て
、
韻
に
次
し
て
酬
と
為
す
。）

舊
聞
高
隠
占
山
林　
　

舊
む
か
し

聞
く　

高
隠　

山
林
を
占
め
る
と

踏
破
重
雲
此
遠
尋　
　

重
雲
を
踏
破
し
て　

此
に　

遠
く
尋
ぬ

衝
雨
法
堂
延
宿
客　
　

雨
を
衝つ

い
て　

法
堂　

宿
客
を
延ま
ね

き

穿
花
祇
樹
駭
棲
禽　
　

花
を
穿
ち
て　

祇
樹　

棲
禽
を
駭
か
す

論
交
先
勧
盃
中
物　
　

交
を
論
じ
て　

先
ず　

勧
む　

盃
中
の
物

題
句
聊
酬
世
外
心　
　

句
を
題
し
て　

聊
か
酬む
く

ゆ　

世
外
の
心

三
七　
『
王
右
丞
集
笺
注
』
巻
十
四
「
近
体
詩
三
十
三
首　

田
園
楽
七
首
其
六
」。

－ 292 － － 293 －



市
河
寛
齋
の
詠
ん
だ
富
山
　
㈡

二
五

相
対
閑
談
不
知
倦　
　

相
対
し
て　

閑
談
し　

倦
を
知
ら
ず

孤
燈
剪
盡
夜
方
深　
　

孤
燈　

剪き

り
盡
く
し　

夜　

方ま
さ

に
深
し

【
現
代
語
訳
】

（
飛
騨
に
行
き
、
臥
牛
山
人
を
訪
れ
、
雲
峰
山
寺
に
泊
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詩
を
お
贈
り
い
た
だ
い
た
の
で
、
次
韻
に
て
お
返
し
と
い
た
し
ま
す
。）

昔
、
立
派
な
隠
者
は
山
林
に
お
住
み
だ
と
伺
い
、
幾
重
も
の
雲
を
越
え
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雨
を
犯
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
法
堂
は
宿
泊

客
を
招
き
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
花
を
か
き
分
け
て
来
た
と
こ
ろ
境
内
で
は
鳥
も
驚
い
て
い
ま
す
。
誼
を
結
び
、
ま
ず
酒
を
勧
め
て
い
た
だ
き
、
私
は
い
さ
さ
か

詩
を
作
り
、
世
俗
と
は
異
な
る
思
い
を
の
べ
ま
し
ょ
う
。（
あ
な
た
様
と
）
向
か
い
合
っ
て
語
り
合
い
倦
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蝋
燭
の
芯
を
切
り
つ
く
し
、

夜
は
す
っ
か
り
更
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
解
説
】

田
山
人
伯
宜
と
は
、
前
掲
の
赤
田
臥
牛
の
こ
と
。
田
と
は
、
赤
田
の
一
字
を
取
り
中
国
風
の
姓
と
し
た
も
の
。
山
人
と
は
、
文
人
墨
客
が
雅
号
等
に
添
え
て

用
い
る
語
で
、
伯
宜
は
字
で
あ
る
。
寛
齋
の
旅
の
目
的
の
一
つ
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
臥
牛
に
会
う
こ
と
。
こ
の
詩
は
、
飛
騨
山
中
の
寺
院
に
臥
牛
を
訪
ね
、

意
気
投
合
し
て
夜
の
耽
る
の
も
忘
れ
た
さ
ま
を
詠
ん
だ
も
の
で
、「
次
韻
」
と
い
う
手
法
で
記
さ
れ
て
い
る
。「
次
韻
」
と
は
、原
詩
と
同
一
の
韻
を
用
い
る
「
和

韻
」
の
ひ
と
つ
で
、
厳
格
に
は
、
同
一
の
韻
字
を
同
一
の
順
で
用
い
て
作
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
、「
和
韻
」
に
は
、
順
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
同
一
の
韻
に
属
す

る
字
を
用
い
て
作
る
「
用
韻
」
と
「
依
韻
」
が
あ
る
。

本
詩
は
、「
林
」「
尋
」「
禽
」「
心
」「
深
」
と
、「
平
声　

侵
の
韻
」
の
韻
字
を
用
い
て
い
る
。
現
存
の
『
臥
牛
山
人
集
』
の
う
ち
、
同
韻
で
あ
る
こ
と
、
か

つ
そ
の
内
容
か
ら
推
し
て
、
原
詩
は
以
下
の
「
賦
山
寺
読
書
」
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
本
詩
は
、
原
詩
の
韻
字
の
順
序
に
は
拘
っ
て
お
ら
ず
、
厳
格
な
意
味
で

の
「
次
韻
」
で
は
な
い
。
臥
牛
詩
の
韻
字
は
、
次
の
よ
う
に
「
沈
」「
禽
」「
深
」「
尋
」
の
順
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

賦
山
寺
読
書
（
山
寺
読
書
を
賦
す
）
三
八 　
　
　

赤
田
臥
牛

三
八　

前
掲
『
臥
牛
山
人
集
初
編
』
巻
之
四
、七
言
律
上
。
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西
来
秋
満
白
雲
嶺　
　

西
来
の
秋　

満
つ　

白
雲
の
嶺

古
寺
風
光
夕
日
沈　
　

古
寺
の
風
光　

夕
日　

沈
む

林
下
人
稀
堆
落
葉　
　

林
下　

人　

稀
に
し
て　

落
葉　

堆
う
ず
た
かく

窗
前
雨
歇
響
幽
禽　
　

窗
前　

雨
歇や

み
て　

幽
禽　

響
く

禅
棲
寄
迹
囂
塵
断　
　

禅
に
棲
み　

迹
を
寄
せ
て　

囂ご
う

塵じ
ん　

断
え

石
室
探
書
年
月
深　
　

石
室
に　

書
を
探
し
て　

年
月　

深
し

一
榻
山
中
惟
寂
寞　
　

一
榻
の
山
中　

惟
だ
寂
寞

杳
然
巌
壑
有
誰
尋　
　

杳
然
た
る
巌
壑　

誰
有
り
て
か
尋
ね
ん

内
容
か
ら
見
れ
ば
、寛
齋
詩
の
首
聯「
舊
聞
高
隠
占
山
林（
舊
聞
く　

高
隠　

山
林
を
占
め
る
と
）」は
、臥
牛
詩
の
詩
題「
賦
山
寺
読
書（
山
寺
の
読
書
を
賦
す
）」

の
臥
牛
が
寺
で
学
問
に
励
ん
だ
と
い
う
点
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
同
首
聯
「
踏
破
重
雲
此
遠
尋
（
重
雲
を
踏
破
し
て　

此
に　

遠
く
尋
ぬ
）」
は
、
臥
牛
詩
尾

聯
「
杳
然
巌
壑
有
誰
尋
（
杳
然
た
る
巌
壑　

誰
有
り
て
か
尋
ね
ん
）」
に
応
え
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、寛
齋
詩
頷
聯
「
穿
花
祇
樹
駭
棲
禽
（
花

を
穿
き
て　

祇
樹
は　

棲
禽
を
駭
か
す
）」
は
、
臥
牛
詩
頜
聯
「
窗
前
雨
歇
響
幽
禽
（
窗
前　

雨
歇
み
て　

幽
禽　

響
く
）」
を
受
け
て
、
山
寺
の
静
寂
の
中
で
、

鳥
が
さ
え
ず
る
中
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
、
と
い
え
よ
う
。

「
祇
樹
」
は
寺
院
の
境
内
の
こ
と
。「
論
交
」
は
誼
を
結
ぶ
こ
と
。「
題
句
」
は
詩
を
書
く
こ
と
を
い
う
。

寛
政
九
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
八
五
頁
。

（
４
）
南
行
（
二
）　

再
び
の
片
懸

寛
政
九
年
の
飛
騨
街
道
の
旅
か
ら
五
年
後
、
寛
齋
は
再
び
大
淵
寺
お
よ
び
「
籠
渡
」
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
る
。
渓
谷
の
美
し
い
地
は
危
険
も
伴
う
が
、
詩
人

に
と
っ
て
は
感
興
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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二
七

①　

重
宿
大
淵
寺
贈
悟
秀
禅
師
（
重
ね
て
大
淵
寺
に
宿
り
、
悟
秀
禅
師
に
贈
る
）　

大
淵
寺
在
片
懸
山
中
、
辛
巳
三
九
歳
予
遊
飛
州
曾
投
宿
於
此
。（
大
淵
寺
は
片
懸
山
中
に
在
り
。
辛
巳
歳
、
予　

飛
州
に
遊
び
、
曾
て
此
に
投
宿
す
。）

暮
夜
寒
山
訪
化
城　
　

暮
夜
、
寒
山
に
化
城
を
訪
ぬ　

嶺
高
谿
曲
路
縦
横　
　

嶺み
ね

高
く　

谿た
に

曲
が
り　

路
は
縦
横
な
り　

林
間
纔
辨
佛
龕
火　
　

林
間　

纔わ
ず
かに
辨
ず　

佛ぶ
つ
が
ん龕
の
火　
　
　

雲
外
遥
傳
法
鼓
聲　
　

雲
外　

遥
か
に
傳
う　

法
鼓
の
聲　
　

千
縷
雪
堆
河
漏
麵　
　

千
縷
の
雪　

河か
ろ
う
め
ん

漏
麵
に　

堆
も
り

八
珍
玉
破
芋
魁
羹　
　

八
珍
の
玉　

芋う

魁か
い

羹こ
う

に　

破
ら
る

巳
公
茅
屋
曾
遊
地　
　

巳し
こ
う公
の
茅ぼ
う
お
く屋
は　

曾
て
遊
び
し
地

更
賦
新
詩
訂
舊
盟　
　

更
に　

新
詩
を
賦
し　

舊
盟
を
訂
す

【
現
代
語
訳
】

（
大
淵
寺
は
片
懸
の
山
中
に
あ
る
。
辛
巳
の
年
、
飛
騨
に
遊
ん
だ
折
、
こ
こ
に
投
泊
し
た
こ
と
が
あ
る
。）

夜
半
、
寒
冷
の
山
に
寺
を
訪
ね
た
。
嶺
高
く
渓
谷
弯
曲
し
道
は
縦
横
に
走
る
。
林
の
間
か
ら
わ
ず
か
に
寺
の
明
か
り
が
見
え
、
遠
く
か
ら
禅
寺
の
法
堂
太
鼓

の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。（
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
）
麺
の
上
に
は
雪
が
降
り
積
も
る
が
、
芋
の
吸
い
物
は
ど
ん
な
ご
馳
走
よ
り
も
お
い
し
い
。
巳
公
の
茅
屋

の
よ
う
な
（
静
か
で
詩
を
作
る
に
ふ
さ
わ
し
い
）
こ
の
寺
院
は
か
つ
て
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
新
し
い
詩
を
作
り
旧
交
を
温
め
た
い
。

【
解
説
】

唐
の
詩
人
杜
甫
は
巳
上
人
と
い
う
人
物
が
住
む
静
か
な
空
間
を
「
巳
公
茅
屋
下
、
可
以
賦
新
詩
（
巳
公
茅
屋
下
、
以
て
新
詩
を
賦
す
可
し
）」四
〇
と
詠
ん
だ
。

三
九　

寛
齋
が
訪
問
し
た
年
は
、「
辛
巳
年
」
と
あ
る
が
、「
丁
巳
年
」
が
正
し
く
、
一
七
九
七
年
寛
政
九
年
の
こ
と
。 

四
〇　
『
九
家
集
注
杜
詩
』
巻
十
八
「
巳
上
人
茅
齋
」。
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そ
の
た
め
、
こ
の
一
句
以
降
「
巳
公
茅
屋
」
は
詩
作
に
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
、
そ
の
後
、
陸
游
な
ど
も
「
巳
公
茅
屋
曾
游
處
（
巳

公
茅
屋
は
曾
て
游
び
し
處
）」四
一
と
詠
ん
で
い
る
。
室
町
時
代
に
は
、
禅
林
の
僧
の
義
堂
周
信
が
「
重
和
盆
蘭
答
実
夫
見
賞
」（『
空
華
集
』
巻
二
）
で
「
病
夫

懶
賦
硯
生
塵
、 

無
奈
叢
蘭
照
眼
春
。 

送
与
巳
公
茅
屋
下
、
梅
花
同
夢
句
還
新
。（
病
夫　

賦
す
る
に
懶も
の
うく
し
て
硯す
ず
りに
塵
を
生
じ
、
叢
蘭
の
眼
を
照
ら
す
春
を

無い
か
ん奈
せ
ん
。
巳
公
茅
屋
の
下
に
送
与
せ
ば
、
梅
花
と
夢
を
同
じ
く
し
て
句
も
還ま

た
新
た
な
り
）」
等
と
詠
み
、
詩
を
読
む
理
想
の
地
と
し
て
「
巳
公
茅
屋
」
が

と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。　
　
　
　

「
河
漏
麵
」
は
、「
餄
餎
麵
」
と
も
記
し
、
高
粱
粉
や
蕎
麦
粉
な
ど
で
作
っ
た
麵
を
い
う
。
ま
た
、「
芋
魁
羹
」
と
は
、
サ
ト
イ
モ
の
汁
物
を
い
い
、
い
ず
れ

も
粗
末
な
食
事
を
い
う
。
一
方
、「
八
珍
玉
」
は
「
八
珍
玉
食
」四
二
と
も
い
い
、
ぜ
い
た
く
な
食
事
を
い
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
二
頁
。

②　

再
遊
籠
渡
（
再
び
籠
の
渡
に
遊
ぶ
）

渓
深
峭
壁
石
將
崩　
　

渓
深
く　

峭
壁
の
石　

將ま
さ

に
崩
れ
ん
と
す

飛
桟
雪
梯
比
未
曾　
　

飛
桟
雲
梯　

比な
ら
びに　

未
だ
曾
て
あ
ら
ず　
　

自
怪
舊
遊
縁
底
事　
　

自
ら
怪
し
む　

舊
遊　

底な
に
ご
と事
に
縁
り
て

託
身
只
倚
一
條
縄　
　

身
を
託
す
に　

只
だ　

一
條
の
縄
に
倚
る　

【
現
代
語
訳
】　

谷
は
深
く
嶮
け
わ
し
い
い
わ
岩
は
崩く
ず

れ
ん
ば
か
り
。
山
々
の
桟
道
や
雪
道
に
架
か
る
梯
子
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
以
前
に
来
た
と
き
、
な
に
ゆ
え
に
、
た
だ
こ
の
一
本
の

縄
に
身
を
委
ね
た
の
だ
ろ
う
か
。

四
一　
『
劔
南
詩
稿
』
巻
六
十
三
「
天
王
寺
迪
上
人
房
五
十
年
前
友
人
王
仲
信
同
題
名
尚
在
」。

四
二　

金
の
董
解
元
『
西
厢
記
諸
宮
調
』
第
三
巻
に
「
八
珍
玉
食
邀
郎
餐
、
千
言
万
語
対
生
意
。（
豪
華
な
食
事
は
あ
の
方
を
招
く
た
め
の
も
の
、
す
べ
て
の
言
葉
は
あ
の
方
に
向

け
た
も
の
）」
と
見
え
る
。
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二
九

【
解
説
】

再
び
籠
の
渡
に
足
を
運
び
、
そ
の
情
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
改
め
て
恐
ろ
し
さ
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
。「
自
怪
（
自
ら
怪
し
む
」「
縁
底
事
（
底な
に
ご
と事
に
縁
り

て
）」
の
二
語
に
、
そ
の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。「
自
怪
」
は
、
自
ら
も
驚
き
ふ
し
ぎ
に
思
う
こ
と
。「
底
事
」
は
「
な
に
ご
と
」
と
読
み
、「
縁
底
事
」
は

何
事
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
わ
け
で
の
意
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
二
頁
。

（
５
）
南
行
（
三
）　

八
尾
方
面
へ　
　

前
掲
南
行
（
二
）
で
取
り
上
げ
た
二
首
を
含
み
以
下
の
十
四
首
と
合
わ
せ
て
十
六
首
の
詩
が
「
南
山
紀
遊
十
六
首
」
と
し
て
括
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
享

和
壬
戌
（
一
八
〇
二
年
）
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
。

　

南
山
紀
遊
十
六
首

享
和
壬
戌
予
祇
役
越
中
、
時
患
左
臂
疼
痛
、
笠
間
君
績
亦
患
痔
、
遂
訂
南
山
浴
泉
之
行
、
九
月
十
六
日
發
富
山
。（
享
和
二
年　

予
、
越
中
に
祇
役
し
、

時
に
左
臂
の
疼
痛
を
患
う
。
笠
間
君
績
も
亦
た
痔
を
患
い
、
遂
に
南
山
浴
泉
の
行
を
訂
し
、
九
月
十
六
日
に
富
山
を
發
つ
。）

（
享
和
二
年
、
私
は
越
中
に
お
仕
え
し
て
い
た
が
、
時
に
左
臂
に
痛
み
が
あ
っ
た
。
笠
間
君
績
も
ま
た
痔
を
患
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
南
山
に
湯
治
に
行

く
こ
と
を
約
束
し
て
、
九
月
十
六
日
に
富
山
を
発
っ
た
。）

①　

將
遊
室
牧
、
途
中
示
君
績
十
韻
（
將
に
室
牧
に
遊
ば
ん
と
し
、
途
中
、
君
績
に
示
す
十
韻
）

蓑
笠
侵
晨
發　
　

蓑
笠　

晨
を
侵
か
し
て
發た

ち

城
南
歩
泥
塗　
　

城
南　

泥
塗
に
歩
す

風
北
雲
忽
變　
　

風　

北
し
て　

雲　

忽
と
し
て
變
わ
り
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三
〇

細
雨
看
欲
無　
　

細
雨　

看
み
る
み
る
　

無
か
ら
ん
と
欲
す

山
氣
遠
近
濕　
　

山
氣　

遠
近
に　

濕
お
い

水
樹
尚
模
糊　
　

水
樹　

尚
お　

模
糊
た
り

誰
弄
天
然
巧　
　

誰
が　

天
然
の
巧
を
弄
し

畫
此
水
墨
圖　
　

此
の　

水
墨
の
圖
を
畫
く
や

君
性
耽
丘
壑　
　

君
が
性　

丘
壑
に
耽
け
り

探
奇
軽
峻
岨　
　

奇
を
探
し
て　

峻
岨
を
軽
ん
ず

吾
亦
不
肯
後　
　

吾
も
亦
た　

後
れ
を
肯
ん
ぜ
ず

病
脚
強
相
倶　
　

病
脚　

強
い
て　

相あ
い
と
も倶
に
す

此
行
非
徒
爾　
　

此
の
行　

徒
い
た
づ
らに
爾し
か

る
に
非
ず

休
暇
荷
恩
殊　
　

休
暇　

恩
殊
を
荷に
な

う

良
縁
實
天
假　
　

良
縁　

實ま
こ
とに　

天
の
假

同
遊
亦
不
孤　
　

同
遊　

亦
た　

孤
な
ら
ず

長
堤
遡
川
流　
　

長
堤　

川
流
に
遡さ
か
のぼ
り

谷
口
路
盤
紆　
　

谷
口　

路
は
盤
紆
た
り

山
遊
自
茲
始　
　

山
遊　

茲こ

れ
よ
り
始
ま
る

杖
屨
莫
踟
蹰　
　

杖
屨 

踟
蹰
す
る
こ
と
莫
か
れ

【
現
代
語
訳
】

雨
具
を
ま
と
い
朝
早
く
に
出
発
し
、
城
南
の
方
、
泥
道
を
進
む
。
風
が
北
に
吹
き
雲
の
様
子
も
急
に
変
わ
り
、
小
雨
も
間
も
な
く
止
み
そ
う
だ
。
山
気
は
遠

近
を
潤
し
、
水
に
覆
わ
れ
た
樹
は
模
糊
と
し
て
い
る
。
自
然
の
こ
の
巧
み
を
誰
が
水
墨
画
に
で
き
よ
う
か
。
君
は
丘
や
谷
を
愛
し
奇
景
を
探
し
て
嶮
し
さ
な
ど
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意
に
介
さ
な
い
。
私
も
君
に
後
れ
を
取
る
の
は
嫌
だ
。
脚
は
弱
っ
て
い
る
が
一
緒
に
行
こ
う
。
こ
の
旅
は
単
な
る
旅
で
は
な
い
。
殿
の
恩
寵
を
賜
っ
た
も
の
だ
。

良
い
機
会
は
天
が
与
え
て
く
れ
た
も
の
。
共
に
行
く
人
が
い
て
一
人
で
は
な
い
。
長
い
堤
は
河
沿
い
に
連
な
り
、
谷
口
で
は
、
路
は
ぐ
る
ぐ
る
と
巡
っ
て
い
る
。

山
遊
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
老
人
よ
、
躊
躇
せ
ず
に
行
こ
う
。

【
解
説
】

「
南
山
浴
泉
の
行
」と
は
、八
尾
の
室
牧
川
の
東
岸
に
あ
っ
た
温
泉
へ
の
旅
の
こ
と
。こ
の
温
泉
は
、下
の
茗
温
泉
と
い
い
、天
明
七
年
の
開
湯
。現
在
は
廃
湯
し
、

わ
ず
か
に
昔
の
看
板
が
道
の
そ
ば
に
あ
り
、
往
時
の
よ
す
が
を
留
め
て
い
る
。
寛
齋
が
行
っ
た
の
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
九
月
十
六
日
。
九
代
藩
主
の

前
田
利
幹
の
時
で
あ
り
、
そ
の
高
配
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
同
道
し
た
の
は
、
痔
を
患
っ
て
い
た
笠
間
君
績
と
い
う
人
物
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

寛
齋
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
か
ら
四
十
余
年
後
の
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
年
）、
下
の
茗
温
泉
に
、「
左
肋
痃
癖
痛
」
を
患
っ
た
金
沢
の
名
医
城
川
則
民
が
湯
治

に
訪
れ
、
日
な
ら
ず
し
て
全
快
し
た
。
そ
こ
で
、
城
川
は
「
扶
桑
上
等
の
温
泉
随
一
な
り
」
と
あ
ち
こ
ち
の
患
者
に
勧
め
た
結
果
、
一
時
期
、
広
く
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
四
三
。
ま
た
、
一
八
五
〇
年
（
嘉
永
三
年
）
に
、
十
代
藩
主
・
前
田
利
保
も
湯
治
に
行
っ
た
と
い
う
。

「
天
假
良
縁
」
と
は
、「
天
假
良
縁
、
安
得
当
面
蹉
過
（
天
が
假
せ
し
良
縁
、
安い
ず

く
ん
ぞ
当
面
蹉
過
す
る
を
得
ん
や
）」四
四
な
ど
と
用
い
、「
天
が
与
え
た
良
い

機
会
」
の
こ
と
。「
杖
屨
」
は
、「
つ
え
」
と
「
く
つ
」
か
ら
転
じ
て
「
老
人
」
を
い
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
〇
頁
。

②　

八
尾
邑
（
八や
つ
お
む
ら

尾
邑
）

邑
在
治
城
西
南
四
十
里
。
山
中
有
仁
部
、室
牧
、長
渓
、大
長
渓
、稱
野
積
四
渓
。
八
尾
即
四
渓
合
流
之
處
。（
邑
は
治
城
西
南
四
十
里
に
在
り
、山
中
に
仁
部
、

四
三　

坂
井
誠
一
監
修
『
続
八
尾
町
史
』（
一
九
七
三
年
）
八
四
二
頁
。

四
四　

明
・
高
攀
龍
『
高
子
遺
書
』
巻
八
上
「
答
劉
念
台
」。
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室
牧
、
長
渓
、
大
長
渓
有あ

り
、
野
積
四
渓
と
稱
す
。
八
尾
は
即
ち
四
渓
合
流
の
處
。）

千
家
聚
落
四
渓
頭　
　

千
家
の
聚
落　

四
渓
の
頭

嚢
括
山
嬴
據
下
流　
　

山さ
ん
え
い嬴
を
嚢の
う
か
つ括
し　

下
流
に
據
る

幾
箇
擔
丁
群
作
市　
　

幾
箇
の
擔た
ん
て
い丁　

群
れ
て
市
を
作
す

紅
梨
黄
柿
満
林
秋　
　

紅
梨
黄
柿　

満
林
の
秋

【
現
代
語
訳
】

（
村
は
、富
山
城
下
か
ら
西
南
四
十
里
に
位
置
し
、山
中
に
仁
部
、室
牧
、長
渓
、大
長
渓
が
あ
り
、こ
れ
を
野
積
四
渓
と
い
う
。八
尾
は
四
渓
合
流
の
処
で
あ
る
。）

戸
数
千
軒
ほ
ど
の
集
落
は
四
つ
の
渓
流
の
先
に
あ
り
、
山
の
豊
か
さ
を
残
ら
ず
包
み
込
ん
で
下
流
に
位
置
す
る
。（
そ
こ
で
は
）
何
人
か
の
担
ぎ
男
た
ち
が

集
ま
り
市
を
開
き
、
木
々
に
は
赤
い
梨
や
黄
色
い
柿
が
た
わ
わ
に
実
り
秋
満
開
で
あ
る
。

【
解
説
】

明
治
十
七
、八
年
頃
の
様
子
を
描
い
た
『
越
中
遊
覧
志
』四
五
に
は
、
八
尾
の
こ
と
が
、「
八
尾
ハ
婦
負
郡
中
の
名
邑
に
し
て
、
南
北
の
長
さ
九
百
間
、
東
西
ハ

百
八
十
間
、
戸
数
壹
千
五
百
あ
り
。・・
こ
の
諸
川
の
上
流
に
大お
お
な
が
た
に

長
谷
・
室
牧
・
東
野
積
谷
・
仁に
ん

歩ぶ

谷
あ
り
て
総
称
し
て
野
積
四
谷
と
い
ひ
、
谷
中
一
百
七
村
あ
り
て
、

産
物
に
饒ゆ
た
けし
。
八
尾
ハ
そ
の
要
衝
に
当
り
、
谷
中
の
民
み
な
こ
ゝ
に
貿
易
す
る
を
以
て
、
こ
と
に
繁
盛
を
致
せ
り
。
商
賈
も
多
く
、
ま
た
邑
中
よ
り
も
出
す
と

こ
ろ
の
物
産
多
く
、
そ
の
主
眼
な
る
も
の
生
絲
・
繭
・
蚕
印
紙
・
楮
・
紙
・
真
綿
・
枝
柿
な
ど
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
八
尾
の
地
理
的
特
徴
、
集
落
の
規

模
、
市
場
の
こ
と
、
産
物
（
柿
が
採
れ
る
こ
と
）
な
ど
、
本
詩
と
の
類
似
点
は
少
な
く
な
い
。
寛
齋
が
、
土
地
の
人
々
の
説
明
を
聞
き
、
そ
れ
を
詩
に
詠
ん
だ

も
の
と
想
像
さ
れ
る
。　
　

「
嚢
括
」
は
、
一
切
の
事
物
を
包
み
込
む
こ
と
。「
山
嬴
」
は
、「
山
の
豊
か
さ
」
の
意
味
。　
　

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
〇
頁
。

四
五　

竹
中
邦
香
著
、
広
瀬
誠
校
訂
解
題
『
越
中
遊
覧
志
』（
言
叢
社
、
昭
和
五
十
八
年
）
一
一
四
〜
一
一
五
頁
。
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③　

室
牧
（
室む
ろ

牧ま
き

）

　

在
八
尾
西
南
二
十
里
許
、
邨
名
下
之
茗
、
渓
側
温
泉
出
焉
。（
八
尾
西
南
二
十
里
許
に
在
り
、
邨
名
は
下
之
茗
、
渓
側
に
温
泉
出
づ
る
な
り
。）

三
間
茅
屋
半
垂
渓　
　

三
間
の
茅
屋　

半
ば
渓
に
垂
る

身
在
懸
崖
樹
畔
棲　
　

身
は　

懸
崖
の
樹
畔
に
在
り
て　

棲
む

非
有
霊
泉
能
療
疾　
　

霊
泉
の　

能
く　

疾
を
療
す
る
有
る
に
非
ざ
れ
ば

誰
人
来
更
踏
雲
梯　
　

誰た
れ
び
と人　

来
り
て　

さ
ら
に
雲
梯
を
踏
ま
ん

【
現
代
語
訳
】

（
室
牧
は
八
尾
の
西
南
二
十
里
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
村
名
は
下
の
茗
で
、
渓
谷
の
側
に
温
泉
が
湧
き
出
て
い
る
。）

三
間
ほ
ど
の
あ
ば
ら
家
が
半
ば
渓
谷
に
垂
れ
る
よ
う
に
あ
り
、
私
は
切
り
立
っ
た
崖
の
木
の
傍
に
い
る
。
良
く
効
く
霊
泉
で
な
け
れ
ば
、
だ
れ
が
こ
の
高
く

危
険
な
道
を
こ
こ
ま
で
来
る
だ
ろ
う
。

【
解
説
】

下
の
茗
温
泉
は
、
室
牧
川
の
上
の
切
り
立
っ
た
崖
の
上
に
垂
れ
る
よ
う
に
あ
り
、
極
め
て
小
さ
な
あ
ば
ら
家
で
あ
っ
た
が
、
確
か
に
効
能
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
こ
と
は
、
前
掲
『
越
中
遊
覧
志
』四
六
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
八
尾
の
邑
を
西
南
に
出
れ
バ
野
積
川
あ
り
。
橋
を
架
す
。
向
ひ
ハ
高
熊
村
に
て
、是
よ
り
室
牧
川
を
右
に
し
、川
に
そ
ひ
谷や

ち内
・
中
・
上
野
・
細
滝
の
諸
村
を
経
、

山
ミ
ち
を
上
り
下
り
て
ゆ
け
バ
下
の
名マ
マ

の
温
泉
に
い
た
る
。
温
泉
の
澡
場
ハ
室
牧
川
の
ほ
と
り
、
両
岸
絶
壁
擁
合
し
逕
路
窮
極
し
て
一
水
わ
づ
か
に
通
ず
る
と

こ
ろ
の
南
岸
に
あ
り
。
…
泉
ハ
川
の
北
岸
に
あ
り
て
井
の
ご
と
し
。
上
に
楼
を
設
け
釣
瓶
も
て
汲
上
げ
筧
よ
り
南
岸
の
湯
槽
に
通
ず
べ
く
な
せ
り
。
槽
ハ
一
ヶ

所
な
れ
ど
も
、
四
つ
に
区
劃
し
、
お
の
〳
〵
方
一
間
ば
か
り
な
る
べ
し
。
ま
た
別
に
小
槽
あ
り
、
縦
一
間
横
半
間
ば
か
り
な
る
べ
し
。
泉
ハ
温
度
極
め
て
低
く
、

冷
泉
か
と
疑
ふ
ば
か
り
な
れ
バ
、
火
も
て
煖
め
て
浴
す
。
甚
だ
透
明
な
ら
ず
、
些
の
硫
気
あ
り
。
疝
気
・
中
風
に
効
あ
り
と
云
。
客
房
清
潔
な
ら
ず
と
い
へ
ど

も
、
地
幽ゆ
う
す
い邃
に
し
て
殆
ど
出
塵
の
思
ひ
あ
り
。
…
こ
の
泉
ハ
曾
て
藩
侯
の
来
ら
れ
し
こ
と
あ
り
と
ぞ
。」

四
六　

前
掲
『
越
中
遊
覧
志
』
一
一
七
〜
一
一
八
頁
。
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「
雲
梯
」
は
、
高
い
梯
子
の
こ
と
、
こ
こ
で
は
「
踏
雲
梯
」
で
、
高
い
梯
子
の
よ
う
な
危
険
な
道
を
来
る
こ
と
を
い
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
一
頁
。

④　

自
室
牧
登
貉
嶺
作
（
室
牧
自よ

り
貉
む
じ
な

嶺み
ね

に
登
り
て
作
る
）　　
　
　

老
身
病
脚
歩
歩
艱　
　

老
身　

病
脚
に
よ
り　

歩
歩
艱か
た

し

閑
遊
試
踏
山
谷
間　
　

閑
遊　

試
み
に
踏
む　

山
谷
の
間

十
年
手
携
方
竹
杖　
　

十
年　

手
に
携
う　

方
竹
の
杖

僕
僕
猶
喜
堪
登
山　
　

僕
僕
た
り
て　

猶
お
喜
ぶ　

山
に
登
る
に
堪
え
る
を

羊
腸
逕
細
不
容
足　
　

羊
腸　

逕
細
く
し
て　

足
を
容
れ
ず

前
趾
後
趾
相
聯
属　
　

前
趾
後
趾　

相あ
い

聯
属
す

嶺
高
躰
重
易
疲
労　
　

嶺
高
く　

躰
重
く
し
て　

疲
労
し
易
く

踞
石
遠
景
目
始
矚　
　

石
に
踞
せ
ば　

遠
景　

目
に
始
め
て
矚
す

北
溟
渺
茫
遠
接
天　
　

北
溟　

渺
茫
と
し
て　

遠
く　

天
に
接
し

布
帆
如
鳥
影
飄
然　
　

布
帆
は　

鳥
の
如
く
し
て　

影　

飄
然
た
り

西
眺
能
州
東
越
後　
　

西
は　

能
州
を
眺
め　

東
は
越
後

山
脈
絶
處
是
境
川　
　

山
脈　

絶
え
る
處　

是
れ　

境
川
な
ら
ん

憶
昨
扈
従
自
此
道　
　

憶お
も

う
に　

昨　

扈こ
し
ょ
う従　

此
の
道
自よ

り
す

炎
暑
銷
盡
秋
已
老　
　

炎
暑　

銷
盡
し
て　

秋　

已
に
老ふ

け
り

登
陟
自
欲
豁
愁
襟　
　

登
陟
し　

自
ら　

愁
襟
を
豁ひ
ら

か
ん
と
欲
す

無
那
郷
思
落
懐
抱　
　

無い
か
ん
ぞ那　

郷
思
の
懐
抱
に
落
つ
る
に　
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五

【
現
代
語
訳
】

老
い
た
身
に
病
の
足
で
は
、
一
歩
一
歩
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、
散
策
に
山
谷
の
間
を
歩
い
て
み
た
。
十
年
共
に
し
た
竹
の
杖
。
旅
の
疲
れ
の
中
、
山
登

り
に
堪
え
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。
う
ね
う
ね
曲
が
っ
た
細
い
道
は
歩
く
の
に
難
儀
す
る
が
、
前
足
に
後
足
を
ぴ
た
り
と
付
け
て
進
む
。
峰
々
は
高
く
体
は
重

く
、
疲
れ
や
す
い
。
石
に
腰
か
け
て
初
め
て
遠
景
が
目
に
入
る
。
北
方
に
広
が
る
海
は
果
て
し
な
く
広
く
天
に
接
し
、
船
の
帆
は
鳥
の
よ
う
に
ひ
ら
め
い
て
い

る
。
西
は
能
登
、
東
は
越
後
、
山
脈
が
途
絶
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
（
富
山
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
あ
る
）
境
川
か
。
前
に
か
の
境
川
か
ら
の
道
を
殿
に
随
行
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
ま
、
暑
い
夏
は
終
わ
り
、
秋
も
ず
い
ぶ
ん
深
ま
っ
た
。
山
に
登
っ
て
、
愁
い
を
晴
ら
そ
う
と
思
う
が
、
故
郷
を
想
う
気
持
ち
が
胸
に
湧

い
て
来
る
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。　
　
　

【
解
説
】

狢
峰
は
、
四
七
七
メ
ー
ト
ル
の
低
山
。
か
つ
て
は
、
富
山
の
薬
売
り
に
薬
草
を
提
供
す
る
た
め
に
来
山
採
取
す
る
人
が
い
た
と
い
う
。
供
の
者
は
、
寛
齋
の

年
齢
（
五
十
三
歳
）
を
考
慮
し
て
、
登
山
に
堪
え
得
る
か
と
心
配
し
た
が
、
寛
齋
は
い
た
っ
て
健
脚
で
あ
っ
た
。
順
調
に
山
道
を
進
み
、
ひ
と
休
み
し
て
、
四

方
を
見
渡
せ
ば
、能
登
や
新
潟
が
見
え
る
。
富
山
赴
任
の
た
め
新
潟
を
通
っ
て
き
て
か
ら
、年
月
が
経
っ
た
こ
と
を
思
い
、時
の
移
ろ
い
の
速
さ
を
知
る
。
古
来
、

中
国
で
は
、
小
高
い
丘
に
登
り
、
故
郷
を
思
う
風
習
が
あ
っ
た
。「
登
高
」
と
言
い
、
重
陽
の
節
句
に
行
わ
れ
た
。
正
に
そ
の
季
節
、
愁
い
を
晴
ら
そ
う
と
思
っ

て
も
、「
懐む

ね抱
」
に
「
郷
家
族
を
思
う
気
持
ち
思
」
が
湧
き
出
る
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。

「
僕
僕
」
は
、「
風
塵
僕
僕
」
な
ど
と
も
い
い
、
旅
な
ど
に
苦
労
し
疲
れ
て
い
る
さ
ま
。「
北
溟
」
は
北
の
海
、「
渺
茫
」
は
広
く
果
て
し
な
い
さ
ま
。「
愁
襟
」

は
、「
愁
懐
」
と
同
じ
意
。「
扈
従
」
は
、
随
行
者
の
こ
と
。「
無
那
」
は
、「
無
奈
」
と
同
じ
く
、「
い
か
ん
ぞ
」
あ
る
い
は
「
い
か
ん
と
も
す
る
な
し
」
と
読
み
、

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
の
意
味
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
一
頁
。
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⑤　

渓
居
即
事
二
首
（
渓け
い

居き
ょ

即そ
く
じ事　

二
首
）

其
の
一

三
椀
茶
香
睡
始
除　
　

三
椀
の
茶
香　

睡　

始
め
て
除
か
れ

紅
毯た
ん

展
取
覓
詩
初　
　

紅
毯　

展の

べ
取
る　

詩
を
覓
め
る
の
初
め

忽
聴
奚
僕
喧
嘩
甚　
　

忽
と
し
て
聴
く　

奚け
い

僕ぼ
く　

喧
嘩
す
る
こ
と
の
甚
し
き
を

釣
得
青
渓
一
尺
魚　
　

釣
り
得
た
り　

青
渓
一
尺
の
魚

【
現
代
語
訳
】

三
倍
の
お
茶
で
や
っ
と
眠
気
が
取
れ
た
。
赤
い
毛
氈
を
取
っ
て
広
げ
、
詩
を
書
こ
う
と
し
た
時
、
突
然
、
川
で
使
用
人
ら
の
騒
が
し
い
声
が
し
た
。
清
流
で

一
尺
ば
か
り
の
魚
を
釣
っ
た
の
だ
。

【
解
説
】

情
景
が
眼
前
に
髣
髴
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
一
首
で
あ
る
。「
即
事
」
は
「
そ
の
場
の
事
柄
」
の
意
。「
奚
僕
」
は
「
使
用
人
」
の
こ
と
。「
喧
嘩
」
は
、

日
本
語
の
意
味
と
異
な
り
、
大
き
な
声
で
騒
ぐ
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
一
尺
ば
か
り
の
魚
を
釣
り
上
げ
て
騒
い
で
い
る
こ
と
を
指
す
。

　
其
の
二

遠
近
山
山
自
在
過　
　

遠
近
の
山
山　

自
在
に
過よ
ぎ

り

游
蹤
只
恨
易
消
磨　
　

游
蹤　

只
恨
む　

消
磨
し
易
き
を

度
橋
欲
覓
題
名
處　
　

橋
を
度
り　

題
名
の
處
を
覓
め
ん
と
欲
す
る
も

無
奈
寒
渓
頑
石
多　
　

奈
無
せ
ん　

寒
渓
頑
石
の
多
き
を

【
現
代
語
訳
】

遠
近
問
わ
ず
山
々
を
思
う
ま
ま
に
来
た
が
、
遊
歴
し
た
足
跡
が
容
易
に
消
え
て
無
く
な
る
の
は
残
念
だ
。
橋
を
渡
っ
て
、
名
前
を
刻
む
と
こ
ろ
を
探
そ
う
と
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思
っ
た
が
、
冷
た
い
渓
谷
に
は
硬
い
つ
ま
ら
ぬ
石
が
多
く
て
刻
み
に
く
い
。

【
解
説
】

中
国
で
は
何
か
を
成
就
し
た
り
、
旅
に
出
た
り
す
る
と
、
記
念
と
し
て
石
に
名
を
刻
む
（
或
い
は
書
く
）
習
慣
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
題
字
」
と
い
う
。
例
え

ば
、
白
居
易
が
及
第
し
た
と
き
に
、「
慈
恩
塔
」
下
に
名
を
書
い
た
（「
詩
曰
、
慈
恩
塔
下
題
名
處
、
十
七
人
中
最
少
年
。」四
七
）
と
い
う
。
寛
齋
も
、
そ
の
よ
う

な
文
化
的
行
為
と
し
て
「
石
に
名
を
刻
も
う
と
し
た
」
と
考
え
ら
れ
る
。

「
題
名
處
」
と
は
、
自
分
の
名
前
を
書
く
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
。「
游
蹤
」
と
は
遊
歴
す
る
こ
と
。「
頑
石
」
と
は
、
硬
く
と
る
に
足
ら
な
い
石
を
い
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
一
頁
。

⑥　

閑
歩
到
細
滝
邨 

（
閑
歩
し
て
細
滝
村
に
到
る
）

一
杖
清
渓
路　
　

一
杖　

清
渓
の
路　

行
行
日
已
斜　
　

行
き
行
き
て　

日　

已
に
斜
め
な
り

懸
燈
山
上
寺　
　

燈
を
懸
く　

山
上
の
寺　

擣
紙
竹
間
家　
　

紙
を
擣つ

く　

竹
間
の
家　

露
草
装
秋
景　
　

露
草
は　

秋
景
を
装
い　
　
　
　
　
　

霜
楓
駐
夕
霞　
　

霜
楓
は　

夕
霞
に
駐
ま
る　
　
　

無
人
同
此
況　
　

人
の
此
の
況
を　

同
じ
く
す
る
無
く　
　
　

獨
立
数
帰
鴉　
　

獨
り
立
ち
て　

帰
鵜
を
数
う

四
七　
『
欽
定
古
今
図
書
集
成
』「
明
倫
匯
編
・
人
事
典
」
巻
三
十
九
。
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【
現
代
語
訳
】

一
本
の
杖
を
支
え
に
清
流
に
沿
っ
た
道
を
歩
み
行
け
ば
日
は
す
で
に
西
に
傾
い
て
い
る
。
山
の
上
の
寺
に
は
明
か
り
が
灯
り
、
竹
林
の
家
か
ら
は
紙
を
打
つ

音
が
聞
こ
え
る
。
つ
ゆ
草
は
秋
の
風
情
を
醸
し
出
し
、
霜
に
打
た
れ
て
赤
い
楓
は
夕
日
の
中
で
赤
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
こ
の
景
色
を
共
に
す
る
人
も
な
く
、

私
は
一
人
た
た
ず
み
、
ね
ぐ
ら
に
帰
る
烏
を
数
え
る
。　
　

【
解
説
】

川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
沿
っ
て
杖
を
手
に
そ
ぞ
ろ
に
歩
い
て
細
滝
ま
で
来
た
。
細
滝
は
、
室
牧
川
岸
の
村
。
時
は
夕
暮
れ
、
見
上
げ
れ
ば
山
の
上
の
寺
に
は
灯
が

ほ
の
か
に
灯
り
、
竹
間
の
家
か
ら
は
紙
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
る
。
露
や
霜
に
あ
た
っ
た
赤
い
楓
は
、
夕
陽
の
中
で
美
し
さ
を
際
立
た
せ
る
。
し
か
し
、
異
郷
に

い
る
自
分
に
は
共
に
こ
の
景
色
を
愛
で
る
人
は
い
な
い
。
ひ
と
り
秋
景
の
中
に
立
ち
、
巣
に
帰
る
烏
を
数
え
る
と
、
家
族
か
ら
離
れ
て
い
る
寂
し
さ
が
一
層
身

に
染
み
た
。
ね
ぐ
ら
に
帰
る
烏
を
独
り
で
数
え
る
こ
と
の
寂
し
さ
は
、
漢
詩
の
中
で
、「
無
山
供
望
眼
、
独
立
数
帰
鴉
」四
八
と
詠
わ
れ
る
。

な
お
、
八
尾
は
和
紙
の
生
産
地
と
し
て
今
も
知
ら
れ
て
い
て
、
前
掲
『
越
中
遊
覧
志
』四
九
に
、「
紙
ハ
笠
紙
・
半
紙
・
八
寸
・
鳥
の
子
・
道
市
紙
な
ど
と
す
。」

と
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
鳥
の
子
・
道
市
紙
」
は
、
売
薬
を
包
装
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。「
擣
」
と
は
、
漉こ

し
た
紙
を
砧
き
ぬ
た

打
ち
す
る
こ
と
を
い
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
一
頁
。　

⑦　

舟
尾
山
中
得
悟
秀
禅
師
書
（
舟
尾
山
中
に
悟
秀
禅
師
の
書
を
得
る
）

途
中
接
君
書　
　

途
中　

君
の
書
に
接
す

封
皮
坐
石
披　
　

封
皮
は　

石
に
坐
し
て
披ひ
ら

く　

但
言
秋
色
好　
　

但
だ
言
う　

秋
色
好
し

四
八　

元
・
唐
元
撰
『
筠
軒
集
』
巻
五
「
呉
庠
九
日
小
集
青
山
學
正
謙
父
教
諭
莊
子
正
酒
散
有
懷
」。

四
九　

前
掲
『
越
中
遊
覧
志
』
一
一
五
頁
。
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三
九

莫
負
看
山
期　
　

山
を
看
る
の
期
に　

負
く
こ
と
莫
か
れ
、
と

【
現
代
語
訳
】

途
中
で
、
あ
な
た
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
石
に
腰
を
か
け
て
封
を
切
り
ま
し
た
。「
秋
の
景
色
は
素
晴
ら
し
い
、
山
々
を
見
る
の
に
良
い
時
期
を
逃
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。」
と
だ
け
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

【
解
説
】

「
舟
尾
」
と
は
ど
こ
か
、
富
山
県
に
そ
の
地
名
は
な
い
。
或
い
は
、
今
日
、
猿
倉
山
森
林
公
園
の
あ
る
「
舟
倉
」
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
地
は
、
前

詩
に
読
ま
れ
た
「
細
滝
」
と
次
の
詩
の
舞
台
「
小
羽
邨
」五
〇
の
中
間
に
位
置
す
る
。

さ
て
、旅
先
に
届
け
ら
れ
た
、大
淵
寺
悟
秀
禅
師
か
ら
の
手
紙
に
は
、た
だ
「
秋
の
景
は
素
晴
ら
し
い
。
機
を
逃
さ
ず
に
」
と
の
み
書
い
て
あ
っ
た
。「
秋
色
」

と
は
、
山
の
木
々
の
紅
葉
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
一
頁
。

⑧　

雨
後
即
目
（
雨
後　

即
目
）

寒
山
一
路
雨
晴
天　
　

寒
山
一
路　

雨　

晴
る
る
天

又
逐
秋
光
歩
水
邊　
　

又ま

た　

秋
光
を
逐
い
て　

水
邊
を
歩
む

多
少
人
家
深
樹
裏　
　

多
少
の
人
家　

深
樹
の
裏う
ち

渓
雲
近
接
午
炊
煙　
　

渓
雲　

近
接
す　

午
炊
の
煙
に

五
〇　

こ
の
旅
で
は
、
九
月
十
二
日
に
、「
窮
婦
嘆
」
も
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
じ
る
。
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〇

【
現
代
語
訳
】

も
の
さ
び
し
い
山
の
道
、
雨
が
晴
れ
た
空
。
再
び
秋
の
風
景
を
追
っ
て
水
辺
を
歩
く
。
何
軒
か
の
人
家
が
林
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
谷
に
か
か
っ
た
雲

が
昼
餉
の
煙
に
接
し
て
い
る
。

【
解
説
】

道
を
歩
き
、
雨
宿
り
し
た
の
ち
空
が
晴
れ
る
と
、
雨
に
洗
わ
れ
た
山
や
川
が
ひ
と
き
わ
美
し
く
目
に
入
る
。
目
を
転
ず
れ
ば
、
昼
餉
の
準
備
の
煙
が
ま
っ
す

ぐ
に
立
ち
上
っ
て
い
た
。
一
方
、
雨
上
が
り
の
渓
谷
か
ら
は
雲
に
な
り
か
け
の
靄
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た
。
そ
の
二
つ
が
く
っ
つ
い
て
見
え
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
明
る
い
「
晴
天
」「
秋
光
」
の
下
、「
深
樹
」
か
ら
上
り
出
る
「
午
炊
煙
」
と
渓
谷
に
か
か
っ
た
「
渓
雲
」
も
ま
た
目
に
さ
や
か
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
二
頁
。

⑨　

遊
山
田
途
中
紀
事
（
山
田
に
遊
び
、
途
中
に
事
を
紀
す
）

一
箇
茶
籠
到
處
携　
　

一
箇
の
茶
籠　

到
る
處
に
携
う

手
中
紅
拂
亦
相
随　
　

手
中
の
紅
拂　

亦
た
相
い
随
う　

山
邨
不
慣
官
人
過　
　

山
邨　

官
人
の
過
ぐ
る
に
慣
れ
ず

怪
殺
耕
夫
立
半
時　
　

怪
殺
せ
し
耕
夫　

立
つ
こ
と
半
時

【
現
代
語
訳
】

一
つ
の
茶
籠
を
ど
こ
に
で
も
携
え
て
い
く
。
手
に
す
る
赤
い
ふ
さ
の
つ
い
た
杖
も
一
緒
だ
。
山
の
村
で
は
、
役
人
が
通
る
の
が
珍
し
い
の
か
、
農
夫
が
ひ
ど

く
怪
し
ん
で
し
ば
ら
く
立
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

【
解
説
】

茶
籠
に
つ
い
て
は
、
寛
齋
に
「
茶
籠
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
（『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
三
、三
〇
〇
頁
）
が
あ
り
、「
煎
茶
の
器
物
は
其
の
中
に
備
具
す
。
游

山
に
不
可
欠
の
物
な
り
。（
お
茶
を
煎
じ
る
道
具
は
、
こ
の
中
に
収
め
る
。
山
巡
り
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。）」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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茶
籠　
　

煎
茶
器
物
備
具
其
中
、
遊
山
不
可
欠
之
物　
（
茶
籠　

煎
茶
器
物
を
其
中
に
備
具
し
、
遊
山
に
欠
く
可
か
ら
ず
の
物
な
り
）　　

遊
山
無
處
不
提
携　
　

遊
山　

提
携
せ
ざ
る
處
な
し

筠
籠
相
従
伴
杖
藜　
　

筠
籠　

相
従
い
藜
じ
ょ
う

杖れ
い

に
伴
う

不
買
杏
花
邨
裏
酒　
　

杏
花
邨
裏
の
酒
を
買
わ
ず

先
安
松
下
汲
清
渓　
　

先
ず　

松
下
に
安
ん
じ
て　

清
渓
を
汲
む

（
山
巡
り
に
は
必
ず
（
茶
籠
を
）
携
え
、
籠
に
は
藜
の
杖
を
伴
に
す
る
。
杏
花
村
に
あ
る
よ
う
な
酒
は
買
わ
な
い
で
、
ま
ず
は
松
の
木
の
下
に
休
ん
で
清
い

渓
流
の
水
を
汲
む
。）

中
老
の
文
人
に
と
っ
て
、
山
巡
り
に
は
、
茶
籠
と
杖
が
必
須
の
携
帯
品
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
田
舎
で
は
、
人
々
が
文
人
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
な

ど
め
っ
た
に
な
い
、
農
夫
は
ひ
と
し
き
り
曲
げ
た
腰
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
そ
の
異
邦
人
を
い
ぶ
か
し
げ
に
眺
め
て
い
た
に
違
い
な
い
。

「
怪
殺
」
の
「
殺
」
は
、
動
詞
の
下
に
つ
い
て
そ
の
動
詞
の
程
度
が
甚
だ
し
い
こ
と
を
示
す
助
字
。「
怪
殺
」
は
、「
非
常
に
怪
し
む
」
の
意
味
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
二
頁
。

⑩　

九
月
廿
七
日
雷
雨
終
日
不
能
出
門
作
短
歌
（
九
月
廿
七
日
、
雷
雨
終
日
、
門
を
出
づ
る
能
わ
ず
、
短
歌
を
作
る
。）

雷
公
車
輾
万
山
巓 　

  

雷
公
の
車
は　

輾ま
ろ

ぶ　

万
山
の
巓  

風
伯
雨
師
又
赫
然　
　

風
伯
雨
師　

又ま

た　

赫か
く

然ぜ
ん

た
り

電
光
欲
焼
寒
林
樹　
　

電
光　

寒
林
の
樹
を　

焼
か
ん
と
欲
す

粒
雪
敲
屋
板
欲
穿　
　

粒
雪　

屋
を
敲
き　

板　

穿
た
ん
と
欲
す

漫
遊
暫
来
住
此
處　
　

漫
遊　

暫
く
来
た
っ
て　

此
の
處
に　

住と
ど

ま
り

掩
戸
閑
坐
日
如
年　
　

戸
を
掩
い　

閑
坐
す
れ
ば　

日
は
年
の
如
し

瓶
茶
傾
盡
腸
猶
果　
　

瓶
茶　

傾
け
盡
く
し　

腸　

猶
お
果
な
り
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二

一
帙
黄
巻
只
引
眠　
　

一
帙
の
黄
巻　

只
だ　

眠
を
引
く

夢
破
渓
聲
十
分
壮　
　

夢
破
れ
て　

渓
聲　

十
分
壮
た
り

深
寒
透
徹
幾
重
錦　
　

深
寒　

透
徹
す　

幾
重
の
錦

客
心
寧
無
異
土
感　
　

客
心　

寧い
ず

く
ん
ぞ
無
か
ら
ん　

異
土
の
感

不
似
關
東
九
月
天　
　

關
東　

九
月
天
に
似
ず

【
現
代
語
訳
】

雷
が
あ
ら
ゆ
る
山
の
頂
に
鳴
り
響
き
、
風
の
神
、
雨
の
神
も
激
し
く
憤
っ
て
い
る
。
雷
の
光
は
寒
々
と
し
た
林
を
焼
く
か
の
よ
う
で
、
霰
は
屋
根
を
敲
き
屋

根
の
板
に
穴
を
開
け
る
が
如
き
で
あ
る
。
気
ま
ま
な
旅
で
し
ば
ら
く
こ
こ
に
住
み
、
家
の
中
で
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
て
い
る
と
一
日
が
一
年
の
よ
う
だ
。
お
茶

を
全
て
飲
み
切
っ
た
の
で
、
お
腹
は
ま
だ
い
っ
ぱ
い
だ
。
書
物
は
眠
気
を
誘
う
だ
け
だ
。
夢
か
ら
覚
め
れ
ば
渓
流
の
流
れ
が
力
強
く
、
幾
枚
も
の
寝
具
を
透
っ

て
寒
さ
が
身
に
染
み
る
。
旅
人
で
あ
る
私
の
心
は
、
ど
う
し
て
異
郷
に
い
る
感
じ
を
抱
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
関
東
の
九
月
は
こ
の
よ
う
で
は
な
い
。

【
解
説
】

南
游
の
旅
は
、
九
月
十
六
日
に
出
発
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
週
間
ば
か
り
し
た
九
月
二
十
七
日
に
記
し
た
の
が
、
こ
の
一
首
で
あ
る
。
単
調
な
生
活
に
、
関
東

を
恋
し
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
不
似
関
東
九
月
天
」
と
い
う
一
語
に
、
関
東
の
気
候
を
良
し
と
す
る
寛
齋
の
思
い
が
表
れ
て
い
る
。
類
似
の
表
現
は
、「
客

舎
冬
暁
」
一
首
に
も
、「
重
裘
暖
帽
圍
爐
坐
（
重
裘
暖
帽　

爐
を
圍
み
て
坐
る
）、
十
月
江
城
無
此
寒
（
十
月
の
江
城　

此
の
寒
さ
無
し
）」
と
あ
る
。

「
雷
公
車
」
あ
る
い
は
「
雷
車
」
は
雷
神
の
乗
る
車
を
指
し
、「
雷
車
」
は
陸
游
の
詩
に
も
幾
例
か
あ
る
。「
雷
車
動
地
電
火
明
、
急
雨
遂
作
盆
盎
倾
」五
一
は
、

雷
声
が
地
に
轟
き
雷
光
は
明
る
く
輝
き
、雨
は
盆
を
傾
け
た
よ
う
に
降
っ
て
き
た
状
態
を
表
し
て
い
る
。ま
た
、「
雷
車
駕
雨
龍
尽
起
、電
行
半
空
如
狂
矢
」五
二
は
、

雷
の
音
と
大
雨
を
起
こ
す
龍
が
全
て
起
き
、稲
妻
が
空
中
に
飛
び
狂
う
矢
の
よ
う
に
光
る
意
で
あ
る
。「
雷
公
車
輾
」
は
、雷
車
が
ご
ろ
ご
ろ
転
が
る
こ
と
か
ら
、

五
一　

陸
游
『
劔
南
詩
稿
』
卷
六
十
二
「
七
月
十
九
日
大
風
雨
雷
電
」。

五
二　

陸
游
『
劔
南
詩
稿
』
卷
七
「
中
夜
聞
大
雷
雨
」。
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三

雷
が
鳴
る
さ
ま
を
表
す
。「
風
伯
」
は
四
方
の
風
を
主
る
神
、「
雨
師
」
は
雨
を
つ
か
さ
ど
る
神
を
い
う
。「
赫
然
」
は
、
真
っ
赤
に
輝
く
こ
と
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
二
頁
。

⑪　

渓
行
（
渓
の
行た
び

）

閑
行
從
水
勢　
　

閑
行　

水
勢
に
從
う

也
復
出
柴
門　
　

也ま
た

復ま
た　

柴さ
い
も
ん門
を
出
づ

稍
慣
山
家
趣　
　

稍や
や

山
家
の
趣
に
慣
れ

更
知
城
市
煩　
　

更
に
知
る　

城
市
の
煩
し
さ
を

青
松
秋
雨
寺　
　

青
松　

秋
雨
の
寺

紅
葉
夕
陽
邨　
　

紅
葉　

夕
陽
の
邨

散
策
不
辞
遠　
　

散
策　

遠
き
を
辞
さ
ず

帰
来
欲
斂
昏　
　

帰
り
来
た
れ
ば　

斂れ
ん
こ
ん昏
に
な
ら
ん
と
欲ほ
っ

す
。

【
現
代
語
訳
】

渓
谷
の
水
音
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
ま
た
粗
末
な
住や

ど処
を
出
る
。す
こ
し
く
山
居
の
暮
ら
し
に
慣
れ
る
と
街
の
暮
ら
し
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
一
層
身
に
染
み
る
。

青
松
に
秋
雨
が
降
る
寺
、
紅
葉
に
夕
陽
が
か
か
る
村
。（
こ
の
よ
う
な
景
色
の
）
散
策
は
遠
く
と
も
よ
い
。（
散
策
を
終
え
）
帰
っ
て
み
れ
ば
黄
昏
に
な
ろ
う
と

し
て
い
た
。

【
解
説
】

詩
題
の
「
渓
行
」
は
、
渓
谷
に
沿
っ
て
目
的
も
な
く
そ
ぞ
ろ
に
歩
く
こ
と
。
そ
の
静
か
な
山
の
散
策
の
中
で
、
城
下
の
生
活
の
煩
わ
し
さ
を
思
っ
た
。
秋
雨

に
濡
れ
た
青
々
と
し
た
松
の
寺
と
は
宿
泊
所
と
し
て
い
た
寺
院
で
あ
ろ
う
か
。
紅
葉
が
夕
日
に
映
え
る
村
と
は
小
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
青
色
と
赤
色
が
、
美
し
い
秋
の
景
を
想
像
さ
せ
る
。
静
か
に
目
的
も
な
く
ひ
た
す
ら
歩
い
て
帰
る
と
、
時
は
い
つ
し
か
黄
昏
時
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。

－ 274 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

四
四

「
散
策　

遠
き
を
辞
さ
ず
」
に
は
、
散
策
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
さ
ま
が
窺
え
る
。

「
柴
門
」
は
、
隠
者
な
ど
が
住
む
貧
し
い
住
ま
い
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
、
山
村
の
粗
末
な
住
居
を
指
す
。「
斂
昏
」
は
黄
昏
時
を
い
う
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
二
頁
。

⑫　

出
室
牧
渓
（
室
牧
渓
よ
り
出
ず
）

半
月
游
蹤
遍
四
山　
　

半
月
游
蹤
し　

四
山
を
遍
く
す

秋
光
不
忍
背
渠
還　
　

秋
光　

渠か
れ

に
背
き　

還
る
に
忍
ば
ず

却
疑
劉
阮
天
台
路　
　

却
っ
て
疑
う　

劉
阮
天
台
の
路
か
と

縁
底
無
端
戀
世
間　
　

底な
に

に
縁
り
て
か　

端は
し

無
く　

世
間
を
戀
う

【
現
代
語
訳
】

半
月
ほ
ど
あ
ち
こ
ち
の
山
々
を
く
ま
な
く
巡
っ
た
が
、
秋
景
に
背
い
て
帰
る
に
忍
び
な
い
。（
し
か
し
）
劉
晨
が
迷
い
こ
ん
だ
天
台
山
の
道
か
と
思
う
と
、

な
ぜ
か
理
由
な
く
俗
世
が
恋
し
く
な
っ
た
。

【
解
説
】

八
尾
の
人
里
離
れ
た
山
の
奥
に
住
居
を
借
り
、
静
か
な
時
を
過
ご
す
。
山
里
は
、
喧
噪
や
、
人
間
関
係
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
や
、
勤
め
人
と
し
て
の
上
下
関
係

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
越
中
の
山
里
を
心
か
ら
楽
し
む
と
い
う
よ
り
は
な
お
強
い
現
実
生
活
へ
の
執
着
が
、「
縁
底
無
端
戀
世
間
（
な
ぜ
か
理
由

な
く
俗
世
が
恋
し
く
な
っ
た
）」
一
句
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
劉
阮
天
台
路
」
と
は
、
漢
代
の
劉
晨
と
阮
肇
が
薬
草
を
取
り
に
天
台
山
に
行
っ
た
折
、
道
に
迷
い
仙
女
の
家
に
世
話
に
な
っ
た
が
し
ば
ら
く
し
て
家
に
帰

る
と
、
浦
島
太
郎
宜
し
く
昔
の
村
は
な
く
随
分
と
時
が
経
っ
て
い
た
と
い
う
故
事
に
拠
る
。「
縁
底
」
の
「
底
」
は
、
疑
問
の
助
字
で
「
な
に
」
の
意
味
、「
縁

底
」
二
語
で
、「
何
に
よ
り
て
か
」「
な
ぜ
か
」
と
理
由
を
問
う
語
。

享
和
二
年
、『
寛
齋
先
生
遺
藁
』
巻
二
、二
九
二
頁
。
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市
河
寛
齋
の
詠
ん
だ
富
山
　
㈡

四
五

以
上
、
富
山
藩
内
を
中
心
に
、
寛
齋
が
足
を
運
ん
だ
地
で
詠
ん
だ
詩
に
つ
い
て
見
た
。
そ
の
場
所
に
は
、
城
下
か
ら
ほ
ど
近
い
呉
羽
、
布
瀬
が
あ
り
、
当
時

加
賀
藩
領
で
あ
っ
た
新
湊
の
海
老
江
、
飛
騨
街
道
沿
い
の
渓
谷
と
山
村
が
あ
り
、
八
尾
の
渓
流
と
村
々
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
呉
羽
を
詠
ん
だ
詩
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
殆
ど
記
述
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
当
時
の
そ
の
地
の
様
子
が
詳
細
な
描
写
に
よ
っ
て
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
。
新
湊
で
詠
ん
だ
詩
か
ら
は
、
大
伴
家
持
の
和
歌
に
刺
激
さ
れ
た
跡
が
窺
え
、
富
山
に
も
家
持
作
品
の
脈
々
と
し
た
伝
承
の
一
端
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
得
た
。

寛
齋
が
富
山
周
辺
で
詠
ん
だ
詩
の
中
で
最
も
数
が
多
い
の
が
、
飛
騨
街
道
を
南
に
下
る
道
中
の
詩
で
あ
る
。
山
間
地
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
当
地
の
険

し
く
も
美
し
い
自
然
が
詩
情
を
掻
き
立
て
に
違
い
な
い
。
ま
た
そ
の
際
、
宿
泊
先
が
寺
院
で
、
案
内
人
も
寺
院
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
は
、
富
山
藩
に

お
け
る
知
識
層
の
交
流
が
、
儒
仏
の
隔
て
な
く
、
同
じ
知
識
層
で
あ
っ
た
儒
者
、
高
僧
を
中
心
と
し
て
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
た
。

小
論
は
、
令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
ｃ
）「
江
戸
明
治
期
漢
文
笑
話
集
の
訳
読
と
研
究
―
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
漢
文
笑
話
集
を

中
心
に
―
」（
研
究
課
題
番
号
１
８
ｋ
０
０
３
１
３
、
代
表
・
磯
部
祐
子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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